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小野塚大輔くん

　（東川上〉

　　　松之山温黛のちとせかん

げんかんのかわらσ）魯を王まい1まいぬる

ところがたいへんでした．

窪

　　　　松之由の温泉街

』ドっていく遣をぬるのがたいへんでした
　6　年

高橋真弥さん

（中尾霧ぜん）

1毒《栖融纏齢　　　　　（死亡年月揖〉1
ト

1
蟹辺ルェさん　　79歳

　　　　　　松之山（田丸懇〉　6・鎗・9
i高橋ミツ惑ん　　77歳

　　　　　　天水饒（新兵衛）　6・10q7
　※10月i録から31沼までの屑撮分です。
　※広報に載せてほしくない方は、燵i出のとき
　に窓！’二iにお話しください。　　　　　　　i
k、、　．　　　　　　　　　　　　　　　フ

獅
丹
の
で
き
ご
と

2
蟹
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狩
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術
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で
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検
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総
合
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町
づ
く
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櫨
討
婁
愚
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、腰月 8　　22 冬期は
休　み

駄
，撮i

團圏團　煽

毒め饗鷹《灘》　　　（生年駅）

大輪ちゃん　志賀幸夫・千恵子さんの長男

　　　　　松之山（志賀麗）　6・9・30
稔翻やん柚熾跡一懲んの長男
　　　　　松之山（森下）　　6・鎗・6
郁弥ちゃん　轟僑誠・益美さ入の』：二男

　　　　　天水、鶴（治左』工門〉6。iO・17
にい　き

大霧ちゃん　久保照雅夫・久美子さんの長男

　　　　　瞥．根（螢・七〉　　　6。10の三9

31　30　29　28　23　三9
磁　　獲　　鷺　　昂　　E肇　田

献
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（
松
之
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溝
役
場
）

親
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自
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体
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上
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察

町
美
術
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（
3
1
鷺
ま
で
）

町
農
業
祭

小
・
中
芸
能
交
歓
餐

”
月
”
臼
～
鐙
月
沁
β
の
予
定

20　至9　15　12
揖　　1ヨ　　欝　　日
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擬

5
籟

〕
一町の動き一一一一一一一一一一

　　　　n月1籏親在

　総人環3，596人（＋2〉

　　　男i，744人（＋5）

　　　女玉，852人（一3）

　世帯数1，鶏6戸（　0）

（）内は前月との比較　　

　　　　　　　　　　　　　　　　一

親
子
映
爾
の
夕
べ

農
地
相
談
会
（
松
璽
・
箱
川
）

県
中
学
校
駅
伝
大
会
（
新
潟
市
）

山
村
留
学
松
之
山
学
園
収
穫

祭
（
賑
浦
磁
中
学
校
）

…
郡
“
婦
入
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
松
代
町
〉

成
分
献
甑

農
地
相
談
会
（
浦
田
）

＼
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…
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ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

『
編
集
後
記

｝
署
か
宏
報
姦
誉
て
七
力

漂
猛
し
ま
し
た
．
私
が
担
当
し

皿た
広
報
紙
も
今
月
号
で
第
七
号
の
発

行
と
な
り
ま
す
。
当
窃
の
目
標
だ
っ

た
、
傍
箋
誓
攣
づ
謎

警
で
き
　
い
ま
ホ
ツ
ト
し
て
い
ま
す

で
も
、
毎
隣
月
末
に
な
る
と
眠
れ
な

い
夜
と
賢
痛
の
蟹
々
が
続
き
ま
す
。

し
か
し
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
取
材
先
で
い
ろ
い
ろ
な

方
と
の
出
会
が
あ
り
ま
す
。
毎
園
皆

さ
ん
に
は
、
心
よ
く
取
材
に
応
じ
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ
あ
、

十
二
月
号
の
取
紡
を
始
め
る
か
。

「
一今月号の裏紙一一一一一一、

　今琢は、特別養護老人ホームC不

老臨の厨薦にお邪魔し濠した。

厨薦で働く皆さんび）飽に、事務職

最や介護煮、旛護婦さんなど大勢

の方々が働いています。施設の隼

間譲漿には運勤会や接能祭があり、

職員は毎嘱趣殉を凝らしたすばら

しい演警を破露していますか町疑

の皆さんもボランティアで参加し

てみませんか・一　　」

璽994年（平成6年）

12月号
翫22612月10疑発行

広報

’
冥

FA　X　（｝2559－6－35－路発行／松之出鱗役場　亭懸2－M　新潟県東頚城郡松之出町松之由　編集／総務課　　費025澱一6一

臨
，
、

癬
卸
，
ヲ

、
、
‘

翻
、

、
◎

窪

一｝　　　　㎜　　　卵　　輔　　』純　■剛　臨
楯隔轄

一　　　一　一　燗
鴨榊｝醒■

　喜んで、楽しんでもらえる企画を

　10月23麟にオープンした温泉保養施設「ナステビュウ

湯の山、1さんの従業貴は総勢12名。正職員は6名で女性

は主と1ノてフ冒ントと売店、男’性は施設θ）維持管理など

全般を担当。　「お客様に欝んで楽しんでもらえる、そし

てまた来たい。と露っていただけるような施設の充実と

きめ綴から接客サービスを心がけ、またいろいろな企醐

も考えて行きたい。」と保塚館長さん．利罵餐は購内の方

をはじめ曝内各地から、また遠くは関東方面から来られ

ている方もあるそうです．オープン蓋脅懲で三万人を突

破。これからますます忙しくなる皆さんです。

灘鍵灘今月号のページ灘騒簸

、上鍛池宝橋、浦田河川公園竣二菰一一・2～3

ノ＼と圭包球にやさしい環境イブくり……………4

農業婁員会通儒、麟年コーナー……………5

町政ニュース……一……・魔一・……一6～7

わだい。フオト………・……………・…・8～9

楡快な仲問、ほくほく線の旅………甲や……・憩

スクーノレ・TOP三CS…………・’○凋。・”唖”磯1

生涯学翌だより　（湯・牽・心〉………捻～捻

お癩らせ…・……・・……ワ…一…一…………M

東東事務所だより、文芸…………・……・「…i5

ぼくの絵、わたしの絵一…一一・一…・…・…驚
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全
線
開
通
に
一
歩
近
づ
く

“
宝
橋
”
が
完
成

上
鰐
池
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
開
始

螺ホ虎男さん一家を先頭に渡り初め

　
歎
晴
れ
の
レ
…
弩
…
臼
（
火
）
、
町

道
巣
籍
紅
蝦
池
線
の
「
宝
橋
」
が
完

戒
し
、
そ
の
翻
通
試
と
上
蝦
池
ト
ン

ネ
ル
の
趨
瓢
式
が
禽
わ
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
は
、
村
山
町
蓬
を
は

じ
め
村
松
ー
獲
、
議
蝿
、
県
土
木
部

遵
賂
維
持
孝
長
、
地
元
関
係
溜
な
ど

約
闘
十
名
が
出
7
席
し
ま
し
た
．

　
式
で
は
神
官
に
よ
る
神
審
が
行
わ

れ
、
続
い
て
テ
…
ブ
カ
ツ
ト
、
く
す

鴛
翻
り
の
後
、
小
林
虎
男
さ
ん
一
駅

を
先
頭
に
関
係
覇
や
地
域
の
人
た
ち

な
ど
一
〇
〇
名
が
渡
り
初
め
を
行
い

「
驚
橋
」
の
ゆ
兀
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
上
籔
池
集
落
の
方

方
の
通
掌
酪
・
生
活
道
路
と
し
て
璽

要
な
路
線
で
噴
が
、
艦
勾
醗
で
道
幡

も
狭
く
危
険
も
多
く
、
ま
た
冬
．
祭
の

願職　　　　鞍塁＿＿、藁＿澄、｝『＿一慧一鷲一一』1『

いよい『よテープ男π∬　緊張の一瞬

磁
崩
な
ど
の
飽
険
が
あ
り
ま
し
た
偽

　
こ
の
箏
業
は
こ
れ
ら
を
解
消
す
る

た
め
に
新
し
く
．
橋
を
架
け
、
ト
、
、
／
ネ

ル
通
し
安
全
な
バ
イ
バ
ス
道
路
を
造

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
嚢
業
は
平
成
元
年
伊
．
樹
手
、
事
難

、
、
r
は
平
成
八
年
の
予
定
で
す
．
今

回
は
、
橋
梁
瓢
馨
が
終
了
し
竣
薫
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
窯
橋
の
工
事
費

は
六
億
七
千
万
円
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
ト
ン
ネ
ル
鷺
葺
を
禽
わ
せ
た
総
轟

業
費
は
十
三
億
円
の
予
定
。
総
麺
長

は
四
一
溺
六
m
で
欝
｝
橋
一
が
…
㎜
心
關
二
m
、

上
蝦
池
ト
ン
ネ
ル
が
二
〇
九
m
、
道

跳
の
繍
躍
興
が
六
m
で
す
．
”
ケ
年
の
ト

ン
ネ
ル
五
事
は
掘
削
闘
十
m
が
箏
．
疋

さ
れ
て
い
ま
す
。
…
鷺
も
早
い
全
線

闘
通
が
望
ま
れ
ま
す
．

　．溝蕪墜羅撫覇霧1　襲難鰯騒
地域のみなさんも渡り初めを行い喜ぴの笑顔が

浦田地区河川公園

リバーパーク

“渋海“が完成

灘

鞭
懸

灘識欝

拶
寄贈された桜を櫨樹

　
十
一
月
十
八
鷺
（
金
｝
、
浦
灘
地
賦

洲
”
則
『
　
翻
糊
「
リ
バ
ー
パ
ー
ク
渋
海
ご

が
完
成
し
、
竣
黒
式
と
じ
念
植
樹
牽
、

し
て
祝
脚
，
云
が
行
わ
れ
ま
し
た
，

　
こ
の
欝
は
、
朝
か
ま
で
雨
が
降
る

と
い
つ
天
候
で
し
た
が
、
式
典
が
始

ま
る
こ
ろ
に
は
．
欝
．
．
も
広
が
り
絶
好

の
式
曲
獺
秘
と
な
り
ま
し
た
．

　
午
前
十
一
暁
、
赫
園
入
欝
で
松
井

県
烹
木
部
技
獄
、
材
山
購
長
声
に
よ

る
テ
…
プ
・
カ
ッ
ト
が
、
脊
わ
れ
る
と

関
係
餐
か
ら
大
き
！
納
手
が
送
ら
れ

濠
し
た
。
そ
の
後
、
公
園
内
で
桜
や

ブ
ナ
の
し
念
植
樹
霞
σ
い
全
騨
で
．
u

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
耀
罵
成
し
た
マ
リ
ベ
…
べ
…
ク
渋
海
」

は
浦
照
地
区
り
中
心
に
あ
り
、
旧
浦

欄
申
学
校
（
現
コ
ミ
ュ
ニ
テ
，
喋
ー
セ

公園内に設麗された東屋

∫炎多毎ハ1の薫…石を孝iユ照した護岸

ン
タ
ー
）
の
鐵
の
脳
購
に
あ
り
家
す
。

　
今
團
の
参
園
夢
、
衛
よ
、
溝
流
渋
海

川
の
撚
石
を
禽
効
に
利
絹
し
．
観
に

醗
麟
し
た
自
然
型
絹
づ
く
り
の
海
絹

改
鰺
募
饗
と
岡
蒔
に
郵
輿
遊
．
佃
わ
れ

た
も
の
で
す
．
そ
し
て
、
葉
、
駅
浦
田

会
な
ど
か
・
．
町
贈
　
れ
た
桜
が
た
／
、

さ
ん
植
え
ら
れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
公
園
と
な

っ
て
い
ま
す
．

　
祝
賀
会
は
、
浦
磁
地
区
コ
、
ζ
ユ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
汀
わ
れ
「
こ
の

公
園
が
観
光
の
名
漸
と
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
ρ
な
ど
た
く
さ
ん
の

お
祝
い
の
．
、
、
燕
が
送
ら
れ
て
い
家
し

た
。
襲
春
の
花
晃
の
暁
添
に
は
、
大

紡
の
地
域
の
み
な
さ
ん
で
紅
ぎ
わ
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

3
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プ
・
カ
ッ
ト
が
、
脊
わ
れ
る
と

関
係
餐
か
ら
大
き
！
納
手
が
送
ら
れ

濠
し
た
。
そ
の
後
、
公
園
内
で
桜
や

ブ
ナ
の
し
念
植
樹
霞
σ
い
全
騨
で
．
u

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
耀
罵
成
し
た
マ
リ
ベ
…
べ
…
ク
渋
海
」

は
浦
照
地
区
り
中
心
に
あ
り
、
旧
浦

欄
申
学
校
（
現
コ
ミ
ュ
ニ
テ
，
喋
ー
セ

公園内に設麗された東屋

∫炎多毎ハ1の薫…石を孝iユ照した護岸

ン
タ
ー
）
の
鐵
の
脳
購
に
あ
り
家
す
。

　
今
團
の
参
園
夢
、
衛
よ
、
溝
流
渋
海

川
の
撚
石
を
禽
効
に
利
絹
し
．
観
に

醗
麟
し
た
自
然
型
絹
づ
く
り
の
海
絹

改
鰺
募
饗
と
岡
蒔
に
郵
輿
遊
．
佃
わ
れ

た
も
の
で
す
．
そ
し
て
、
葉
、
駅
浦
田

会
な
ど
か
・
．
町
贈
　
れ
た
桜
が
た
／
、

さ
ん
植
え
ら
れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
公
園
と
な

っ
て
い
ま
す
．

　
祝
賀
会
は
、
浦
磁
地
区
コ
、
ζ
ユ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
汀
わ
れ
「
こ
の

公
園
が
観
光
の
名
漸
と
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
ρ
な
ど
た
く
さ
ん
の

お
祝
い
の
．
、
、
燕
が
送
ら
れ
て
い
家
し

た
。
襲
春
の
花
晃
の
暁
添
に
は
、
大

紡
の
地
域
の
み
な
さ
ん
で
紅
ぎ
わ
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

3
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ー
合
併
処
理
浄
化
槽
は
水
を
き
れ
い
に
！

◆
水
質
の
汚
染
が
進
む

　
水
は
、
私
た
ち
の
命
の
源
穣
で
あ

り
、
暮
ら
し
と
切
り
放
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
す
が
、
近
年
「
水
の

汚
濁
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
は
海
洋
汚

染
、
地
域
で
は
河
川
・
湖
沼
の
汚
濁

や
地
下
水
の
汚
染
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
河
趨
な
ど
の
過
半
が
、

私
た
ち
の
毎
臼
の
暮
ら
し
か
ら
出
る

「
生
活
捧
水
」
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
．

◆
水
を
汚
す
孟
犯
は
“
盗
活
雛
水
穿

　
私
た
ち
は
米
の
と
ぎ
汁
、
み
そ
汁

や
ラ
ー
メ
ン
の
残
り
の
ス
ー
プ
、
食

べ
物
の
か
す
な
ど
を
何
げ
な
く
捨
て

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、

近
く
の
趨
や
湖
沼
、
海
な
ど
の
大
き

な
汚
染
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
現
荏
、
汚
れ
の
原
鶴
の
過
半
は
家

魔
か
ら
出
る
生
活
携
水
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
水
を
汚
す
犯
人
を
、
家

庭
ご
と
に
き
れ
い
に
し
て
か
　
露
然

に
返
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
川
や
湖
沼
の
汚
れ
か
ら
み

る
と
小
さ
な
小
さ
な
行
い
で
す
が
、

積
も
り
積
も
る
と
、
美
し
い
水
辺
を

取
り
渓
し
、
き
れ
い
な
川
の
流
れ
や

膏
い
海
を
呼
び
戻
す
、
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
で
ク
リ
ー
ン
な

　
水
を
：

　
｝
杯
の
み
そ
汁
を
流
す
と
、
魚
が

縷
む
こ
と
が
で
き
る
水
質
を
取
り
慶

す
た
め
に
は
、
嵐
畠
お
け
（
三
〇
〇

2
）
照
・
七
杯
分
の
水
が
必
要
で
す
。

　
多
少
の
汚
れ
は
自
然
の
浄
化
作
爆

で
き
れ
い
に
な
り
ま
す
惚
し
か
し
、

現
代
の
豊
か
で
快
適
な
悪
ら
し
で
は

た
め
ら
い
も
な
く
物
を
捨
て
、
汚
れ

を
流
す
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
お
り
、

自
然
の
浄
化
能
力
を
超
え
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
落
雑
雛
水
と
ト
イ
レ

の
汚
水
を
合
わ
せ
娼
理
し
て
し
豪
う

「
禽
併
処
理
浄
化
槽
」
が
大
い
に
役

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
抜
群
の
性
能

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
性
能
は
、
汚

れ
の
指
標
で
あ
る
β
O
D
（
生
活
化

掌
的
酸
棄
要
求
量
）
除
去
率
が
9
0
％

以
上
、
放
流
水
の
B
O
D
は
2
0
㎎
／

2
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
公
共
下
水
道
と
岡
レ
ベ
ル

の
性
能
で
す
。
生
濡
緋
水
の
中
の
汚

濁
物
質
量
（
呂
O
D
鍛
）
は
、
一
人

㎜
藏
当
た
り
4
9
以
下
に
減
り
ま
す
．

　
B
O
D
量
が
多
い
台
所
や
洗
濯
、

風
呂
な
ど
の
盤
濤
雑
捧
水
が
処
理
さ

れ
な
い
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み

取
ワ
ト
イ
レ
の
家
庭
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
姐
理
効
果
の
差
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ー
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
応
援
…

◆
設
置
の
｝
部
を
補
助

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

胴
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
慮
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
禽
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に
費
胴
の
｝
部
を
補
助

し
て
い
塞
す
。

　
補
助
金
の
額
は
、
合
儒
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
要
す
る
費
■
粥
紅
相
当
す

る
額
と
し
、
次
の
褒
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
紺
象
地
域
は
、
下
水
遵
整
備

纂
業
認
可
薩
域
及
び
町
、
長
が
別
に
定

め
る
欝
域
を
除
く
町
内
全
域
で
す
。

　
町
内
で
は
こ
の
補
助
金
を
利
潮
し
、

平
成
闘
年
度
か
・
い
ま
ま
で
に
十
｝
一

基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
．

　
な
睾
、
単
成
七
年
度
の
設
置
希
望

が
締
め
劔
ら
れ
、
十
六
基
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
「
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
推

進
し
て
行
き
ま
す
。

　
命
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
閥

い
命
わ
せ
は
、
役
場
住
幾
諜
保
健
衛

生
係
ま
で

　
費
6
…
3
1
3
三
　
内
線
5
2

優
鯛 纂認

蒋難鞭
二に9Q…Q・円
蔓きき　灘d

浄化槽 限
（人） 薬岡設置以外

5 600，000円

6
㎜

700，000円
　一7 800，000円

8 900，000円

9 19100，00（｝円

三〇

L 200，000円
醐

猛～20
1， 895，0（｝0円

21～30
1， 895，000円

一

31～50 L 895，000円
㎜　　　　　　　　　　　　　一

し

　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
ペ

　
鷺
年
紅
～
度
の
改
選
瞬
紅
翼
に
す

る
が
、
普
段
あ
康
り
な
じ
み
が
な
い

と
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
と

愚
い
ま
す
の
で
、
今
鐡
は
農
業
婁
員

会
に
っ
い
て
紹
介
し
濠
す
．

　
婁
貴
金
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
入
が

牽
名
と
、
騰
協
の
理
箏
副
名
、
町
議

会
か
ら
推
薦
の
一
嶺
、
翫
十
二
名
の

婁
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
系
統
の
総
織
と
し
て
、
県
段
階
に

新
潟
県
農
業
会
議
、
全
瞬
段
階
に
全

翻
農
業
愈
議
漸
が
あ
り
談
す
．

　
農
業
萎
員
会
の
仕
事

　
法
令
に
も
と
づ
く
必
須
の
仕
事

　
農
地
法
に
も
と
づ
く
佳
事
と
し
て

　
酬
、
農
地
の
権
限
を
移
動
す
る
仕
事

　
｝
、
農
地
の
転
駕
紅
関
す
る
仕
薯

■
｝
一
、
小
作
地
の
斯
脊
劔
隈
等
の
仕
事

』
一
、
農
地
の
賃
貸
構
解
約
等
に
関
す

　
　
る
鶯
箏

　
”

一
、
秘
解
の
仲
介
に
つ
い
て
の
仕
事

．
…
、
標
準
小
修
料
を
建
め
る
仕
事

　
そ
の
勉
紅
土
地
改
輿
法
、
基
盤
強

化
法
、
特
定
農
山
村
法
等
法
令
に
よ

・
り
権
隈
に
騰
さ
せ
た
事
項
の
仕
事
が

緯．

　
農
地
簿
の
こ
と
は
　
農
業
婁
鑓
会

の
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
．
地
区

ご
と
に
「
農
地
相
談
購
」
を
設
け
て

い
蒙
す
し
、
役
場
で
は
當
聴
構
談
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
掘
談
し
て

く
だ
さ
い
。
無
漸
転
罷
な
ど
で
、
あ

と
で
や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
十
分
黛
を
付
け
て
く
だ
慈
い
．

　
農
地
銀
行
を
農
業
婁
轟
会
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
賃
借
は
、
纂
落
の
農
地
流

渤
化
推
進
轟
か
農
業
婁
轟
に
議
し
て

く
だ
さ
い
。

　
農
業
暫
年
金
事
務
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
．

　
農
薬
餐
鰯
金
の
根
談
は
、
農
藁
婁

員
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
意
見
の
公
袋
・
建
議
・
答
申
の
仕

事　
「
農
業
お
よ
び
農
鍛
」
に
関
す
る

嘉
項
に
つ
い
て
、
慧
見
を
公
蓑
し
た

り
、
勉
の
行
政
庁
に
建
議
し
、
ま
た

は
そ
の
絡
問
に
応
じ
て
答
申
す
る
挫

箏
が
あ
り
謹
す
、
こ
れ
は
農
業
餐
篇
翼

会
が
、
農
業
餐
の
利
益
代
表
機
関
と

し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
と

》
う
こ
と
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
、
農
村
は
撮
い
手
の
滅
少
と
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕎
齢
化
、
農
地
の
遊
体
荒
廃
化
、
過
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

疎
化
、
食
糧
露
給
率
の
際
限
な
き
低
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
鼎

下
な
ど
露
大
な
事
態
に
濃
灘
し
て
お
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
ガ
ッ
ト
農
業
禽
慧
は
こ
の
傾
陶
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

に
拍
叢
を
か
け
る
も
の
と
懸
念
さ
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
蚕
轟
｝
隅
一
秘
懸
命
つ
と
め
ま
す
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
で
、
皆
様
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
㎜

　
　
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

だ
さ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

毎
月
｝
園
闘
催
さ
れ
る
総
会
の
様
子
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　薪｛　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　■㎜　㎜　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　㎜㎜　　　　　　　副㎜　　　　　　｝｝　　　　　　一卵　　　　　㎜　　　　｝“　　　｝　嚇　い㎜

｝

知つておきたい

年金知識

国
民
年
金
の
保
険
料
は

課
税
所
得
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

　
所
得
税
の
年
來
調
整
が
行
わ
れ
る

時
期
に
な
り
濠
し
た
。
鼠
戻
年
金
の

保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
全
額
が
諜
税
対
象
か
ら
控
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
蓬
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

六
年
“
“
月
か
ら
十
二
駕
ま
で
の
副
年

閥
ば
納
め
た
す
べ
て
の
保
険
料
で
す
．

自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
家
蕨
の

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
免
除
朗

間
の
追
納
保
験
料
や
今
奪
納
め
た
も

の
で
あ
れ
ば
過
叢
の
来
納
保
険
料
な

ど
も
対
象
に
な
り
濠
す
。

　
平
成
穴
年
の
保
険
料
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
納
め
た
金
額
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
購
役
場
の
鼠

幾
年
金
係
ま
た
は
祇
会
保
険
事
務
漸

に
お
訪
ね
く
だ
愚
い
。

　
園
民
年
金
の
閥
い
合
わ
せ
は
、
穣

罠
謙
圏
戻
年
金
係
へ

　
訟
ε
…
3
肇
3
唾
内
線
5
4

＠平成ε年の保険料額

定額保険料

醒襲i璽鋼
定額保険料と付簾保険料

璽羅i醗鞭
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ー
合
併
処
理
浄
化
槽
は
水
を
き
れ
い
に
！

◆
水
質
の
汚
染
が
進
む

　
水
は
、
私
た
ち
の
命
の
源
穣
で
あ

り
、
暮
ら
し
と
切
り
放
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
す
が
、
近
年
「
水
の

汚
濁
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
は
海
洋
汚

染
、
地
域
で
は
河
川
・
湖
沼
の
汚
濁

や
地
下
水
の
汚
染
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
河
趨
な
ど
の
過
半
が
、

私
た
ち
の
毎
臼
の
暮
ら
し
か
ら
出
る

「
生
活
捧
水
」
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
．

◆
水
を
汚
す
孟
犯
は
“
盗
活
雛
水
穿

　
私
た
ち
は
米
の
と
ぎ
汁
、
み
そ
汁

や
ラ
ー
メ
ン
の
残
り
の
ス
ー
プ
、
食

べ
物
の
か
す
な
ど
を
何
げ
な
く
捨
て

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、

近
く
の
趨
や
湖
沼
、
海
な
ど
の
大
き

な
汚
染
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
現
荏
、
汚
れ
の
原
鶴
の
過
半
は
家

魔
か
ら
出
る
生
活
携
水
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
水
を
汚
す
犯
人
を
、
家

庭
ご
と
に
き
れ
い
に
し
て
か
　
露
然

に
返
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
川
や
湖
沼
の
汚
れ
か
ら
み

る
と
小
さ
な
小
さ
な
行
い
で
す
が
、

積
も
り
積
も
る
と
、
美
し
い
水
辺
を

取
り
渓
し
、
き
れ
い
な
川
の
流
れ
や

膏
い
海
を
呼
び
戻
す
、
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
で
ク
リ
ー
ン
な

　
水
を
：

　
｝
杯
の
み
そ
汁
を
流
す
と
、
魚
が

縷
む
こ
と
が
で
き
る
水
質
を
取
り
慶

す
た
め
に
は
、
嵐
畠
お
け
（
三
〇
〇

2
）
照
・
七
杯
分
の
水
が
必
要
で
す
。

　
多
少
の
汚
れ
は
自
然
の
浄
化
作
爆

で
き
れ
い
に
な
り
ま
す
惚
し
か
し
、

現
代
の
豊
か
で
快
適
な
悪
ら
し
で
は

た
め
ら
い
も
な
く
物
を
捨
て
、
汚
れ

を
流
す
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
お
り
、

自
然
の
浄
化
能
力
を
超
え
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
落
雑
雛
水
と
ト
イ
レ

の
汚
水
を
合
わ
せ
娼
理
し
て
し
豪
う

「
禽
併
処
理
浄
化
槽
」
が
大
い
に
役

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
抜
群
の
性
能

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
性
能
は
、
汚

れ
の
指
標
で
あ
る
β
O
D
（
生
活
化

掌
的
酸
棄
要
求
量
）
除
去
率
が
9
0
％

以
上
、
放
流
水
の
B
O
D
は
2
0
㎎
／

2
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
公
共
下
水
道
と
岡
レ
ベ
ル

の
性
能
で
す
。
生
濡
緋
水
の
中
の
汚

濁
物
質
量
（
呂
O
D
鍛
）
は
、
一
人

㎜
藏
当
た
り
4
9
以
下
に
減
り
ま
す
．

　
B
O
D
量
が
多
い
台
所
や
洗
濯
、

風
呂
な
ど
の
盤
濤
雑
捧
水
が
処
理
さ

れ
な
い
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み

取
ワ
ト
イ
レ
の
家
庭
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
姐
理
効
果
の
差
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ー
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
応
援
…

◆
設
置
の
｝
部
を
補
助

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

胴
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
慮
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
禽
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に
費
胴
の
｝
部
を
補
助

し
て
い
塞
す
。

　
補
助
金
の
額
は
、
合
儒
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
要
す
る
費
■
粥
紅
相
当
す

る
額
と
し
、
次
の
褒
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
紺
象
地
域
は
、
下
水
遵
整
備

纂
業
認
可
薩
域
及
び
町
、
長
が
別
に
定

め
る
欝
域
を
除
く
町
内
全
域
で
す
。

　
町
内
で
は
こ
の
補
助
金
を
利
潮
し
、

平
成
闘
年
度
か
・
い
ま
ま
で
に
十
｝
一

基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
．

　
な
睾
、
単
成
七
年
度
の
設
置
希
望

が
締
め
劔
ら
れ
、
十
六
基
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
「
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
推

進
し
て
行
き
ま
す
。

　
命
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
閥

い
命
わ
せ
は
、
役
場
住
幾
諜
保
健
衛

生
係
ま
で

　
費
6
…
3
1
3
三
　
内
線
5
2

優
鯛 纂認

蒋難鞭
二に9Q…Q・円
蔓きき　灘d

浄化槽 限
（人） 薬岡設置以外

5 600，000円

6
㎜

700，000円
　一7 800，000円

8 900，000円

9 19100，00（｝円

三〇

L 200，000円
醐

猛～20
1， 895，0（｝0円

21～30
1， 895，000円

一

31～50 L 895，000円
㎜　　　　　　　　　　　　　一

し

　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
ペ

　
鷺
年
紅
～
度
の
改
選
瞬
紅
翼
に
す

る
が
、
普
段
あ
康
り
な
じ
み
が
な
い

と
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
と

愚
い
ま
す
の
で
、
今
鐡
は
農
業
婁
員

会
に
っ
い
て
紹
介
し
濠
す
．

　
婁
貴
金
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
入
が

牽
名
と
、
騰
協
の
理
箏
副
名
、
町
議

会
か
ら
推
薦
の
一
嶺
、
翫
十
二
名
の

婁
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
系
統
の
総
織
と
し
て
、
県
段
階
に

新
潟
県
農
業
会
議
、
全
瞬
段
階
に
全

翻
農
業
愈
議
漸
が
あ
り
談
す
．

　
農
業
萎
員
会
の
仕
事

　
法
令
に
も
と
づ
く
必
須
の
仕
事

　
農
地
法
に
も
と
づ
く
佳
事
と
し
て

　
酬
、
農
地
の
権
限
を
移
動
す
る
仕
事

　
｝
、
農
地
の
転
駕
紅
関
す
る
仕
薯

■
｝
一
、
小
作
地
の
斯
脊
劔
隈
等
の
仕
事

』
一
、
農
地
の
賃
貸
構
解
約
等
に
関
す

　
　
る
鶯
箏

　
”

一
、
秘
解
の
仲
介
に
つ
い
て
の
仕
事

．
…
、
標
準
小
修
料
を
建
め
る
仕
事

　
そ
の
勉
紅
土
地
改
輿
法
、
基
盤
強

化
法
、
特
定
農
山
村
法
等
法
令
に
よ

・
り
権
隈
に
騰
さ
せ
た
事
項
の
仕
事
が

緯．

　
農
地
簿
の
こ
と
は
　
農
業
婁
鑓
会

の
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
．
地
区

ご
と
に
「
農
地
相
談
購
」
を
設
け
て

い
蒙
す
し
、
役
場
で
は
當
聴
構
談
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
掘
談
し
て

く
だ
さ
い
。
無
漸
転
罷
な
ど
で
、
あ

と
で
や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
十
分
黛
を
付
け
て
く
だ
慈
い
．

　
農
地
銀
行
を
農
業
婁
轟
会
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
賃
借
は
、
纂
落
の
農
地
流

渤
化
推
進
轟
か
農
業
婁
轟
に
議
し
て

く
だ
さ
い
。

　
農
業
暫
年
金
事
務
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
．

　
農
薬
餐
鰯
金
の
根
談
は
、
農
藁
婁

員
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
意
見
の
公
袋
・
建
議
・
答
申
の
仕

事　
「
農
業
お
よ
び
農
鍛
」
に
関
す
る

嘉
項
に
つ
い
て
、
慧
見
を
公
蓑
し
た

り
、
勉
の
行
政
庁
に
建
議
し
、
ま
た

は
そ
の
絡
問
に
応
じ
て
答
申
す
る
挫

箏
が
あ
り
謹
す
、
こ
れ
は
農
業
餐
篇
翼

会
が
、
農
業
餐
の
利
益
代
表
機
関
と

し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
と

》
う
こ
と
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
農
業
、
農
村
は
撮
い
手
の
滅
少
と
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕎
齢
化
、
農
地
の
遊
体
荒
廃
化
、
過
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

疎
化
、
食
糧
露
給
率
の
際
限
な
き
低
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
鼎

下
な
ど
露
大
な
事
態
に
濃
灘
し
て
お
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
ガ
ッ
ト
農
業
禽
慧
は
こ
の
傾
陶
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

に
拍
叢
を
か
け
る
も
の
と
懸
念
さ
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
蚕
轟
｝
隅
一
秘
懸
命
つ
と
め
ま
す
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
で
、
皆
様
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
㎜

　
　
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

だ
さ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

毎
月
｝
園
闘
催
さ
れ
る
総
会
の
様
子
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　薪｛　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　■㎜　㎜　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　㎜㎜　　　　　　　副㎜　　　　　　｝｝　　　　　　一卵　　　　　㎜　　　　｝“　　　｝　嚇　い㎜

｝

知つておきたい

年金知識

国
民
年
金
の
保
険
料
は

課
税
所
得
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

　
所
得
税
の
年
來
調
整
が
行
わ
れ
る

時
期
に
な
り
濠
し
た
。
鼠
戻
年
金
の

保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
全
額
が
諜
税
対
象
か
ら
控
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
蓬
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

六
年
“
“
月
か
ら
十
二
駕
ま
で
の
副
年

閥
ば
納
め
た
す
べ
て
の
保
険
料
で
す
．

自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
家
蕨
の

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
免
除
朗

間
の
追
納
保
験
料
や
今
奪
納
め
た
も

の
で
あ
れ
ば
過
叢
の
来
納
保
険
料
な

ど
も
対
象
に
な
り
濠
す
。

　
平
成
穴
年
の
保
険
料
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
納
め
た
金
額
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
購
役
場
の
鼠

幾
年
金
係
ま
た
は
祇
会
保
険
事
務
漸

に
お
訪
ね
く
だ
愚
い
。

　
園
民
年
金
の
閥
い
合
わ
せ
は
、
穣

罠
謙
圏
戻
年
金
係
へ

　
訟
ε
…
3
肇
3
唾
内
線
5
4

＠平成ε年の保険料額

定額保険料

醒襲i璽鋼
定額保険料と付簾保険料

璽羅i醗鞭
5
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可閥司コη珂

今
冬
の
除
雪
計
画
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
雪
対
策
会
議
を
開
催

　
十
一
月
二
十
八
灘
、
役
悉
議
蠣
㌫

お
い
て
「
除
嶽
対
策
繋
綴
し
が
、
質
わ

れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
部
落
総
代

を
は
じ
め
除
欝
作
業
を
行
フ
購
内
の

建
設
業
煮
な
ど
が
出
腐
し
、
安
塚
烹

木
事
務
所
と
鱒
建
設
課
か
・
、
年
度

の
除
鞭
計
購
に
つ
い
て
鋭
朋
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
犠
に
先
立
ち
、
村
山
町
長
の
挨

拶
の
中
で
町
道
の
二
路
線
が
県
遵
江

興
格
し
、
来
無
以
降
よ
察
遵
と
し
て

除
露
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
安
塚

土
木
纂
務
漸
か
ら
は
松
之
山
か
↑
湯

由
ま
で
の
歩
道
除
醗
を
今
年
は
試
験

的
に
爽
施
し
て
み
た
い
な
ど
の
認
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
冬
の
除
疑
欝
画
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
国
・
県
道
繭
係
）

　
國
道
は
三
鷺
三
、
鶴
〇
五
畢
線
の

除
鞭
麺
長
が
一
八
・
九
㎞
、
県
道
は

松
代
天
水
羅
線
な
ど
ご
皿
丁
黒
㎞
。

圏
県
道
を
合
わ
せ
る
と
皿
黛
丁
二
㎞

を
実
掩
し
ま
す
。
ま
た
二
軍
線
、
　
一

箪
線
の
確
保
を
騒
標
に
除
養
が
行
わ

れ
ま
す
．

　
〔
町
道
な
ど
除
雪
関
係
）

　
欝
道
松
代
松
之
由
線
払
　
翼
　
賂

線
灘
○
・
一
㎞
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年

よ
り
…
路
線
○
・
一
㎞
が
追
加
、
、
鰯
れ

ま
し
た
．

〔
圧
雲
道
路
関
係
〕

　
圧
聡
に
つ
い
　
は
、
各
地
区
ご
と

F
醜
置
さ
れ
て
い
る
保
安
要
興
が
八

台
の
難
ヒ
奪
を
使
ノ
マ
、
行
い
ま
す
。

〔
除
雪
に
ご
協
力
を
）

　
少
し
で
も
単
く
、
ま
た
纂
故
を
超

こ
さ
な
い
腺
．
．
、
獲
筆
作
叢
を
す
る

た
め
、
次
の
総
、
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
レ
Q

＊
除
鞭
の
障
欝
と
な
る
道
賂
上
の
夜

　
關
騒
蓼
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
、

＊
除
鰍
、
圧
　
牽
に
は
近
づ
か
な
い
．

　
特
に
除
輝
薩
後
の
路
薦
は
氷
の
よ

　
う
に
滑
り
や
す
い
状
態
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
十
分
に
濾
慧
し
て
く

　
だ
さ
い
。

＊
除
霧
作
業
に
よ
り
破
損
し
や
す
い

　
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
闘
っ
て
補

　
強
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
．

＊
道
驚
に
晦
し
た
家
の
屡
根
の
鰯
，
ド

　
ろ
し
は
、
、
鷹
擾
さ
ん
な
ど
の
指
蟹

　
に
し
た
が
い
、
齢
や
み
に
落
と
さ

　
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
な
お
、
｝
溺
．
糊
が
道
路
に
落
ち
た
甥

　
含
は
、
入
や
牽
が
通
行
で
き
る
よ

　
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
除
嚢
関
係
磁
つ
い
て
の
問
い
禽
わ

せ
は
購
役
騰
建
又
課
ま
た
は
、
安
塚

土
木
箏
務
所
松
代
分
所
へ
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
建
設
課
　
　
麿
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ア
ル
ミ
選
別
機
を
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
津
南
施
設
衛
生
組
合
ー

　
　
津
繭
地
域
衛
生
施
設
組
舎
で
は
こ

　
の
十
月
、
糊
大
ご
み
処
理
施
設
に
「
ア

　
ル
ミ
選
甥
機
」
を
増
設
し
ま
し
た
鎌

　
機
械
撃
八
削
の
ア
ル
ミ
は
、
焼
錦
炉

　
で
燃
し
て
い
衷
し
た
が
、
蝉
の
透
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

皿甲一一「一い｛｝｝曜硝輔｝嚇り｝い軸｝

顎
纂
、

黙
’　

》

間
に
ア
ル
ミ
が
詰
る
な
ど
問
題
が
あ

り
、
ま
た
俸
々
ア
即
ミ
無
が
増
、
え
ぜ
㌧

き
た
こ
と
か
ら
今
年
の
設
置
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
選
劉
機
は
、
勉
の
不
純
物
が

混
じ
ら
な
い
一
〇
〇
％
の
ア
ル
、
、
、
を

取
る
こ
と
が
で
き
、
選
甥
さ
れ
た
ア

ル
ミ
は
叢
餐
に
蟹
い
取
ら
れ
リ
サ
イ

ク
ル
に
麟
さ
れ
ま
す
。

　
親
往
、
組
食
で
は
分
溺
収
集
を
お

灘
い
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
危

険
な
も
の
が
食
ま
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
特
に
「
ス
プ
レ
ー
無
は
、
必
ず

穴
を
甕
け
て
出
す
よ
う
に
し
ン
｝
組
合

で
は
議
し
て
い
ま
し
た
。

膿
鎚
劃
融
縮
購
劃
竣
工
式

　
十
一
月
一
一
醸
、
灘
菱
立
の
農
道
由

禽
線
入
鷺
で
「
磁
体
営
農
道
ー
自
禽

線
ー
」
と
「
田
麦
立
給
水
施
設
工
事
」

の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
道

㌫
禽
線
は
単
成
二
年
痩
か
ら
事
業
費

｝
億
鷺
千
漕
五
十
万
円
、
給
水
施
設

は
今
年
六
月
か
ら
九
千
七
十
照
万
三

千
円
の
経
費
で
完
成
し
ま
し
た
．

　
地
域
の
み
な
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で

い
る
ナ
道
の
供
胴
闘
始
は
、
来
年
2

月
こ
ろ
に
学
定
さ
れ
て
い
ま
す
．

露
災
讐
婁
助
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
短
灘
ず
か

　
い
よ
い
よ
塞
格
的
な
難
の
挙
簿
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
麗
根
の
嚢
降
ろ
し

や
除
霧
な
ど
危
険
が
と
も
な
う
作
業

が
多
く
な
り
ま
す
。

　
現
往
、
町
紅
は
住
戻
の
み
な
さ
ん

が
除
讐
の
作
叢
中
や
嚢
が
起
聡
し
た

不
麟
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
に
被
書

を
う
け
た
場
合
に
晃
舞
金
を
支
払
う

「
讐
災
轡
共
助
倉
し
と
い
う
綱
魔
が

あ
り
濠
す
．
雪
に
よ
る
災
霧
な
ど
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
万

｝
の
た
め
滋
も
、
ぜ
ひ
町
内
の
全
樵

帯
か
ら
こ
の
綱
農
に
湘
入
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
團
は
こ
の
「
霧
災
霧

共
助
会
」
綱
度
に
つ
い
て
そ
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

Q
ど
う
す
れ
ば
撫
入
（
会
員
と
な

　
る
）
で
き
る
の
か
？

A
　
購
内
臓
罎
住
す
る
盤
帯
を
単
位

　
と
し
、
…
轡
帯
あ
た
り
所
定
の
年

　
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
と
会

　
員
と
な
り
ま
す
。

Q
　
会
費
は
い
つ
納
め
る
の
か
？

A
共
動
会
は
昭
秘
五
牽
六
年
に
設

　
立
し
、
ほ
ぽ
全
雛
帯
か
ら
療
銀
会

　
費
を
納
入
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
．

　
　
し
か
し
、
会
の
予
算
の
繰
越
金

　
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
昭
瓢
六

　
十
年
以
降
会
費
は
納
入
い
た
だ
い

　
て
お
り
ま
せ
ん
、
よ
っ
て
、
昭
瀦

　
五
十
九
年
紅
塊
入
い
た
だ
い
て
い

　
れ
ば
会
費
の
納
入
が
な
く
と
も
、

　
環
往
為
欝
興
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
規
往
、
会
員
と
な
っ
て
い
る
か

　
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
？

A
　
あ
な
た
の
盤
帯
が
親
筏
、
会
巌

　
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

　
な
い
場
倉
は
、
部
落
総
代
さ
ん
を

　
逓
じ
て
共
助
会
覇
務
局
へ
照
会
し

　
て
く
だ
さ
い
。
後
霞
、
調
資
し
遵

　
絡
い
た
し
ま
す
．
も
し
、
擁
入
し

　
て
い
な
い
場
禽
は
新
規
に
ご
趨
入

　
く
だ
さ
い
。

Q
　
以
箭
会
員
と
な
っ
て
い
た
が
、

　
叢
近
、
親
と
横
搭
を
分
離
し
た
場

　
合
の
会
費
は
ど
う
な
る
の
か
？

A
　
昭
和
穴
牽
年
以
隣
紅
雛
帯
を
分

　
離
し
た
り
、
ま
た
新
し
く
転
入
さ

　
れ
た
旗
帯
な
ど
は
覇
規
に
ご
撫
入

　
く
だ
轡
い
、
そ
の
場
禽
は
部
落
総

　
代
さ
ん
を
通
じ
、
一
世
帯
あ
た
り

　
一
、
○
○
○
騰
の
会
費
を
納
入
し

　
て
く
だ
さ
い
．

Q
　
見
舞
金
は
ど
の
よ
う
に
舗
求
す

　
れ
ば
康
い
の
か
？

A
　
不
璽
に
し
て
、
災
窯
．
に
あ
）
た

　
場
禽
は
部
落
総
代
さ
ん
を
通
じ
て

　
毎
年
三
月
黒
卜
…
獄
ま
で
に
講
求

　
し
て
く
だ
さ
い
。
見
舞
金
は
、
共

　
助
会
の
運
営
婁
鰻
会
で
審
講
、
決

　
定
し
支
払
わ
れ
ま
す
。

Q
　
ど
の
く
ら
い
の
傷
病
で
見
舞
金

　
が
も
ら
え
る
の
か
？

A
　
傷
病
の
程
慶
に
応
じ
、
一
等
級

　
か
ら
九
等
級
の
発
舞
金
が
支
払
わ

　
れ
ま
す
鄭
親
筏
、
入
醗
通
院
の
実

　
治
療
銭
数
が
七
環
以
上
で
あ
れ
ば

　
箆
舞
金
が
寅
払
わ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
死
亡
の
場
禽
幟
鍛
蕩
で

　
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
濠
す
。

　
そ
の
飽
、
　
「
町
雪
災
霧
共
勘
会
』

に
つ
い
て
の
群
し
い
こ
と
は
、
町
役

場
総
務
諜
行
政
係
鶴
悶
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
費
§
ー
3
璽
3
1

餌o　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　二

胤譲難
㌘壬　騨；

徽辮難
　　　　　　　　　　　　　』）
（一麟メモ）

噴めない子供が増えている

　このごろ、しっかり磯めない子

洪が増えてきています。

　食事をする様子を見ていると、

i園か2圓磯んだだけで飲み込ん

でしまう子洪が目菰つきます。磯

みにくい食物は水や隼乳でのみ込

んでしまうか、ロから鐵してし窪

う状態ですゆしっかり磯豪ないと
れご

顎の成長がうまくいかなくなり、

鹸董びが悪くなってくるだけで蓼

く、脳への生理的な鵜激が不是す

ると露われています。

　みなさんのご家薩はいかがでし

ようか母

輔榊

　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　湖　　　　　　　　　㎜　一　　　　　　　　㎜　　　　　　　　㎜　　　　　　　㎜　　　　　　㎜　　　　　㎜　　　　　㎜　　　　㎜一　　　い　　　㎜　　｝　｝　軸一醐輔｝r■一

むし歯のない子ハーイ1「
難月に幼晃の態科検診があ導ました。

3歳兇で“むし歯”のなかったお子さんを紹介します。

塑懸塑劉

　　維灘難雛欝

　　　さ垂　こ
奮筋　咲多ちゃん

（松之出・駐雀漸〉

　　　だち　ほ
村出　幸穂ち亭ん

（，上獅手・となも｝〉

　　　をと　み
久保田理葵ちゃん

　（曽根・懸七）

皿｝一　　　勘　　㎜　榊　　　　　　　　　　　　・一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　帝　　　　　　　一　　　　　　一榊　　　　　一　　　一　　皿　　一　軸輔騨｝岬

…
し
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今
冬
の
除
雪
計
画
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
雪
対
策
会
議
を
開
催

　
十
一
月
二
十
八
灘
、
役
悉
議
蠣
㌫

お
い
て
「
除
嶽
対
策
繋
綴
し
が
、
質
わ

れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
部
落
総
代

を
は
じ
め
除
欝
作
業
を
行
フ
購
内
の

建
設
業
煮
な
ど
が
出
腐
し
、
安
塚
烹

木
事
務
所
と
鱒
建
設
課
か
・
、
年
度

の
除
鞭
計
購
に
つ
い
て
鋭
朋
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
犠
に
先
立
ち
、
村
山
町
長
の
挨

拶
の
中
で
町
道
の
二
路
線
が
県
遵
江

興
格
し
、
来
無
以
降
よ
察
遵
と
し
て

除
露
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
安
塚

土
木
纂
務
漸
か
ら
は
松
之
山
か
↑
湯

由
ま
で
の
歩
道
除
醗
を
今
年
は
試
験

的
に
爽
施
し
て
み
た
い
な
ど
の
認
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
冬
の
除
疑
欝
画
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
国
・
県
道
繭
係
）

　
國
道
は
三
鷺
三
、
鶴
〇
五
畢
線
の

除
鞭
麺
長
が
一
八
・
九
㎞
、
県
道
は

松
代
天
水
羅
線
な
ど
ご
皿
丁
黒
㎞
。

圏
県
道
を
合
わ
せ
る
と
皿
黛
丁
二
㎞

を
実
掩
し
ま
す
。
ま
た
二
軍
線
、
　
一

箪
線
の
確
保
を
騒
標
に
除
養
が
行
わ

れ
ま
す
．

　
〔
町
道
な
ど
除
雪
関
係
）

　
欝
道
松
代
松
之
由
線
払
　
翼
　
賂

線
灘
○
・
一
㎞
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年

よ
り
…
路
線
○
・
一
㎞
が
追
加
、
、
鰯
れ

ま
し
た
．

〔
圧
雲
道
路
関
係
〕

　
圧
聡
に
つ
い
　
は
、
各
地
区
ご
と

F
醜
置
さ
れ
て
い
る
保
安
要
興
が
八

台
の
難
ヒ
奪
を
使
ノ
マ
、
行
い
ま
す
。

〔
除
雪
に
ご
協
力
を
）

　
少
し
で
も
単
く
、
ま
た
纂
故
を
超

こ
さ
な
い
腺
．
．
、
獲
筆
作
叢
を
す
る

た
め
、
次
の
総
、
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
レ
Q

＊
除
鞭
の
障
欝
と
な
る
道
賂
上
の
夜

　
關
騒
蓼
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
、

＊
除
鰍
、
圧
　
牽
に
は
近
づ
か
な
い
．

　
特
に
除
輝
薩
後
の
路
薦
は
氷
の
よ

　
う
に
滑
り
や
す
い
状
態
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
十
分
に
濾
慧
し
て
く

　
だ
さ
い
。

＊
除
霧
作
業
に
よ
り
破
損
し
や
す
い

　
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
闘
っ
て
補

　
強
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
．

＊
道
驚
に
晦
し
た
家
の
屡
根
の
鰯
，
ド

　
ろ
し
は
、
、
鷹
擾
さ
ん
な
ど
の
指
蟹

　
に
し
た
が
い
、
齢
や
み
に
落
と
さ

　
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
な
お
、
｝
溺
．
糊
が
道
路
に
落
ち
た
甥

　
含
は
、
入
や
牽
が
通
行
で
き
る
よ

　
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
除
嚢
関
係
磁
つ
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て
の
問
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禽
わ

せ
は
購
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騰
建
又
課
ま
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は
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安
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所
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所
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。
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の
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大
ご
み
処
理
施
設
に
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を
増
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し
ま
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ま
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が
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た
こ
と
か
ら
今
年
の
設
置
と
な
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で
す
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こ
の
選
劉
機
は
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勉
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不
純
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が
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と
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で
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る
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ず
か

　
い
よ
い
よ
塞
格
的
な
難
の
挙
簿
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
麗
根
の
嚢
降
ろ
し

や
除
霧
な
ど
危
険
が
と
も
な
う
作
業

が
多
く
な
り
ま
す
。

　
現
往
、
町
紅
は
住
戻
の
み
な
さ
ん

が
除
讐
の
作
叢
中
や
嚢
が
起
聡
し
た

不
麟
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
に
被
書

を
う
け
た
場
合
に
晃
舞
金
を
支
払
う

「
讐
災
轡
共
助
倉
し
と
い
う
綱
魔
が

あ
り
濠
す
．
雪
に
よ
る
災
霧
な
ど
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
万

｝
の
た
め
滋
も
、
ぜ
ひ
町
内
の
全
樵

帯
か
ら
こ
の
綱
農
に
湘
入
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
團
は
こ
の
「
霧
災
霧

共
助
会
」
綱
度
に
つ
い
て
そ
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

Q
ど
う
す
れ
ば
撫
入
（
会
員
と
な

　
る
）
で
き
る
の
か
？

A
　
購
内
臓
罎
住
す
る
盤
帯
を
単
位

　
と
し
、
…
轡
帯
あ
た
り
所
定
の
年

　
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
と
会

　
員
と
な
り
ま
す
。

Q
　
会
費
は
い
つ
納
め
る
の
か
？

A
共
動
会
は
昭
秘
五
牽
六
年
に
設

　
立
し
、
ほ
ぽ
全
雛
帯
か
ら
療
銀
会

　
費
を
納
入
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
．

　
　
し
か
し
、
会
の
予
算
の
繰
越
金

　
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
昭
瓢
六

　
十
年
以
降
会
費
は
納
入
い
た
だ
い

　
て
お
り
ま
せ
ん
、
よ
っ
て
、
昭
瀦

　
五
十
九
年
紅
塊
入
い
た
だ
い
て
い

　
れ
ば
会
費
の
納
入
が
な
く
と
も
、

　
環
往
為
欝
興
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
規
往
、
会
員
と
な
っ
て
い
る
か

　
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
？

A
　
あ
な
た
の
盤
帯
が
親
筏
、
会
巌

　
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

　
な
い
場
倉
は
、
部
落
総
代
さ
ん
を

　
逓
じ
て
共
助
会
覇
務
局
へ
照
会
し

　
て
く
だ
さ
い
。
後
霞
、
調
資
し
遵

　
絡
い
た
し
ま
す
．
も
し
、
擁
入
し

　
て
い
な
い
場
禽
は
新
規
に
ご
趨
入

　
く
だ
さ
い
。

Q
　
以
箭
会
員
と
な
っ
て
い
た
が
、

　
叢
近
、
親
と
横
搭
を
分
離
し
た
場

　
合
の
会
費
は
ど
う
な
る
の
か
？

A
　
昭
和
穴
牽
年
以
隣
紅
雛
帯
を
分

　
離
し
た
り
、
ま
た
新
し
く
転
入
さ

　
れ
た
旗
帯
な
ど
は
覇
規
に
ご
撫
入

　
く
だ
轡
い
、
そ
の
場
禽
は
部
落
総

　
代
さ
ん
を
通
じ
、
一
世
帯
あ
た
り

　
一
、
○
○
○
騰
の
会
費
を
納
入
し

　
て
く
だ
さ
い
．

Q
　
見
舞
金
は
ど
の
よ
う
に
舗
求
す

　
れ
ば
康
い
の
か
？

A
　
不
璽
に
し
て
、
災
窯
．
に
あ
）
た

　
場
禽
は
部
落
総
代
さ
ん
を
通
じ
て

　
毎
年
三
月
黒
卜
…
獄
ま
で
に
講
求

　
し
て
く
だ
さ
い
。
見
舞
金
は
、
共

　
助
会
の
運
営
婁
鰻
会
で
審
講
、
決

　
定
し
支
払
わ
れ
ま
す
。

Q
　
ど
の
く
ら
い
の
傷
病
で
見
舞
金

　
が
も
ら
え
る
の
か
？

A
　
傷
病
の
程
慶
に
応
じ
、
一
等
級

　
か
ら
九
等
級
の
発
舞
金
が
支
払
わ

　
れ
ま
す
鄭
親
筏
、
入
醗
通
院
の
実

　
治
療
銭
数
が
七
環
以
上
で
あ
れ
ば

　
箆
舞
金
が
寅
払
わ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
死
亡
の
場
禽
幟
鍛
蕩
で

　
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
濠
す
。

　
そ
の
飽
、
　
「
町
雪
災
霧
共
勘
会
』

に
つ
い
て
の
群
し
い
こ
と
は
、
町
役

場
総
務
諜
行
政
係
鶴
悶
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
費
§
ー
3
璽
3
1

餌o　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　二

胤譲難
㌘壬　騨；

徽辮難
　　　　　　　　　　　　　』）
（一麟メモ）

噴めない子供が増えている

　このごろ、しっかり磯めない子

洪が増えてきています。

　食事をする様子を見ていると、

i園か2圓磯んだだけで飲み込ん

でしまう子洪が目菰つきます。磯

みにくい食物は水や隼乳でのみ込

んでしまうか、ロから鐵してし窪

う状態ですゆしっかり磯豪ないと
れご

顎の成長がうまくいかなくなり、

鹸董びが悪くなってくるだけで蓼

く、脳への生理的な鵜激が不是す

ると露われています。

　みなさんのご家薩はいかがでし

ようか母

輔榊

　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　湖　　　　　　　　　㎜　一　　　　　　　　㎜　　　　　　　　㎜　　　　　　　㎜　　　　　　㎜　　　　　㎜　　　　　㎜　　　　㎜一　　　い　　　㎜　　｝　｝　軸一醐輔｝r■一

むし歯のない子ハーイ1「
難月に幼晃の態科検診があ導ました。

3歳兇で“むし歯”のなかったお子さんを紹介します。

塑懸塑劉

　　維灘難雛欝

　　　さ垂　こ
奮筋　咲多ちゃん

（松之出・駐雀漸〉

　　　だち　ほ
村出　幸穂ち亭ん

（，上獅手・となも｝〉

　　　をと　み
久保田理葵ちゃん

　（曽根・懸七）

皿｝一　　　勘　　㎜　榊　　　　　　　　　　　　・一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　帝　　　　　　　一　　　　　　一榊　　　　　一　　　一　　皿　　一　軸輔騨｝岬

…
し
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交通安全を祈って、点灯式

爲
潟
、
松
之
山
．
中
掌
校
入
繊
に
町
内

目
の
儒
野
機
が
設
置
さ
れ
、
点
塔
式

嵐
　
　
n
　
　
　
、
、
、
　
，
ノ
　
置
㎜

瑠
醗
鮮
籍
腿
の
難
齢
群
搬
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
…

察
署
樋
鶯
交
通
諜
畏
さ
ん
の
．
覇
し
機
㎜

機
を
か
わ
い
が
ぞ
く
だ
無
益
．
を
号

h

次
喰
＼
暫
馨
儀
が
点
響
賃
』

を
筏
い
豪
し
た
．
全
貫
で
渡
り
初
め
ン
こ

て
交
通
安
全
を
瀬
い
ま
し
た
．
　
タ
㎜

　
ー
　
・
麗
き
嚢
　
　
　
『
議
　
　
柳
　
　
ボ
．
一

鐵
、
、
騨
魏
、
、
麟
難
鑛
鷺
し
㎜
．

穫
　
燗
　
、
、
議
，
，
、
灘
蝶
惚
．
』

賜
鑓
灘
劉
～
罰
　
　
　
翻
撫
、

n月9鐵、松之山ライオンズクラ

ブ（蔑橋主計会長）から町縫会綴祉

協議会続チャリティーバザーの収益

金74，657円力§寮付されました。

この収叢金は憩月301ヨの購農業祭

会場でのバザーのもσ）です．岡クラ

ブでは毎i年バザーを実施し、その全

額を郷の橿祉に寄付されています。

町社協では在宅編縫の推進のため

に活鰐させていただくことになって

います。善意ありがとうございまし

た。

寒さの中での訓練！

チャリティーバザーの収益を寄付
松之出ライオンズクラブが町社協へ

　湯出で消防訓練
　「秋の火災予防運動」期間中の王1月1灘、

i湯山松苧神社境内において「消防懇疋講i練」
i　が行われました、この翅麟練るこ参加したσ）
ミ

1は、松之山分遣所、第一機動隊と地兀湯ほ．1
ヨ

i　班⇔午蔚9縫寺10分のサイレンの欝い図ぐ1潟

ii動。火災現場に到着した懸鰻は、機敏な勤
ヨ

i　作でホース展1翔し、一一斉1放水が行われまし

iた鯵
き

1　この磁よ朝から冷たい爾が降りしきる中
キ

1　でしたが、懸興の機敏な動きで漉火訓練が
き

1　行われました。消防団轟の心毫気を感じさせ
き

1　せる翻1練でした泰
…
聖

9

就
職
す
る
な
ら
地
元
も
い
い
な
！

地
元
高
校
2
年
生
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の
企
業
を
訪
闘

難
月
扮
鷺
、
安
塚
両
尚
校
松
之
山
分
　
　
タ
ー
で
企
業
説
魍
が
行
わ
れ
、
購
内

朕
2
年
生
を
対
象
紅
「
企
叢
訪
問
と
　
　
の
企
業
な
ど
8
役
が
霞
社
の
企
業
P

繋
説
明
套
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
R
を
行
い
ま
し
た
、
ま
た
、
U
タ
ー

こ
の
箏
業
は
平
成
3
奪
か
ら
実
施
　
　
ン
経
験
の
立
場
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
の

帯
れ
て
お
り
、
今
麟
で
4
園
懇
と
な
　
　
志
賀
箏
務
長
さ
ん
が
「
都
会
焦
濡
を

ソ
ま
す
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
し
た
松
之
山
の
生
酒
爾
脇
に
っ

午
萌
工
0
時
、
マ
イ
ク
欝
バ
ス
2
台
　
　
い
て
お
議
し
い
た
だ
き
ま
し
た
の

㌧
轟
校
蔽
を
出
発
．
（
樽
）
飯
塚
建
設
　
　
　
最
後
に
筒
校
愈
か
ら
、
　
「
環
境
灘

犠
ど
6
歓
を
訪
問
し
、
握
当
暫
か
ら
　
　
は
ど
の
よ
う
に
響
え
て
い
る
の
か
や

蝋
社
の
概
要
に
つ
い
て
説
閣
を
受
け
　
　
今
後
景
黛
は
良
く
な
る
の
か
」
な
ど

訊
し
た
。
ま
た
、
こ
の
憩
月
に
オ
ー
　
　
の
慧
昆
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
ン
し
た
「
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ウ
湯
の
山
篇

憾
糠
矯
除
影
…
き
麗
　
翫
麟
匿

輸翻　
　
　
～
　
．

鴛月28、濃寮スキー場で関磁

餐約憩名が参講して、愛全祈纐祭

が行わ駐ました。1、、よいよ貰一プ

ンまであと琶〉し。シーズン串の愛

全と大勢のスキーや一で1こぎわう

ogoGO気ooo的OoOoρooo

盈漁嘉誌
皆さんからの話題・傭報を

　　　お寄せください⇔
　費6一一313i内線23

トンネル・橋どれもすごいなあ！

松之寅小で一一臼土木事務所長
掛釦難i、松之11」小学校6年、蚕が安塚土本事務所

の「…欝土』木事務所擾」を実施しました。土木1事1務

晦では1！月亙8難を「土本の鷺」とし、』罫供たちから

土木の縫二灘ご理解してまらうため実施しているもの

です、まず、馨鮫で所長、謙長、係長の辞令交付が

行われた後、ノ罫谷の麟道353畢遵路改良工事など尋

か駈を筏察、奪務所の職興などから説明を憂けてい

ました。簸後の意見交換では、晃童かっ「道路に街

灯が欲しい」などの要望が出されていました。

喜こびの山留太鼓鴫り響＜

　第8期生の収穫祭
H月20臼、細浦鎗中学校体育館で山村留学松之山

学圏の収穫祭が行われました。収種祭では出留生の

「山留太鼓」のなか療例のバザーが行われ、食器や

衣類などが飛ぶように売れていました。そして、午

後からは体験繕で収穫した禰の脱穀作業や醗究発表

会、また学圏生が脚本した戻議鋼「うば捨て山」が

演じられ地域の皆さんや父兄か）大きな拍手が送ら

れていました。この段一一沼、喜びの「山留太鼓」が

いっまでも地域に響き渡っていました、

町づくりで大切なことは
　商工会で町づくり講演会
n月25揖、町商ユニ会館で商工会i主催による「町づ

くり講演会」が行われました。講舗には、（衛〉ガィ

ア代表取締役σ）中覇涼一氏をお迎えし、　ヂ購づくり

で大窃なこと・特産品と町づくり」と題し講演があ

13ました。講演では全国各地の特産贔を紹介しなが

ら、地域にはどんな資源があるのかやどう特産化す

るかなどについて議されました。講演の中で先生は

ヂ町づくりはまず、小さなことを成功させることが

大切ではないか。」と議されていました。

懸

蟻

鐵

＿触
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さ
ん
が
「
都
会
焦
濡
を

ソ
ま
す
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
し
た
松
之
山
の
生
酒
爾
脇
に
っ

午
萌
工
0
時
、
マ
イ
ク
欝
バ
ス
2
台
　
　
い
て
お
議
し
い
た
だ
き
ま
し
た
の

㌧
轟
校
蔽
を
出
発
．
（
樽
）
飯
塚
建
設
　
　
　
最
後
に
筒
校
愈
か
ら
、
　
「
環
境
灘

犠
ど
6
歓
を
訪
問
し
、
握
当
暫
か
ら
　
　
は
ど
の
よ
う
に
響
え
て
い
る
の
か
や

蝋
社
の
概
要
に
つ
い
て
説
閣
を
受
け
　
　
今
後
景
黛
は
良
く
な
る
の
か
」
な
ど

訊
し
た
。
ま
た
、
こ
の
憩
月
に
オ
ー
　
　
の
慧
昆
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
ン
し
た
「
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ウ
湯
の
山
篇

憾
糠
矯
除
影
…
き
麗
　
翫
麟
匿

輸翻　
　
　
～
　
．

鴛月28、濃寮スキー場で関磁

餐約憩名が参講して、愛全祈纐祭

が行わ駐ました。1、、よいよ貰一プ

ンまであと琶〉し。シーズン串の愛

全と大勢のスキーや一で1こぎわう

ogoGO気ooo的OoOoρooo

盈漁嘉誌
皆さんからの話題・傭報を

　　　お寄せください⇔
　費6一一313i内線23

トンネル・橋どれもすごいなあ！

松之寅小で一一臼土木事務所長
掛釦難i、松之11」小学校6年、蚕が安塚土本事務所

の「…欝土』木事務所擾」を実施しました。土木1事1務

晦では1！月亙8難を「土本の鷺」とし、』罫供たちから

土木の縫二灘ご理解してまらうため実施しているもの

です、まず、馨鮫で所長、謙長、係長の辞令交付が

行われた後、ノ罫谷の麟道353畢遵路改良工事など尋

か駈を筏察、奪務所の職興などから説明を憂けてい

ました。簸後の意見交換では、晃童かっ「道路に街

灯が欲しい」などの要望が出されていました。

喜こびの山留太鼓鴫り響＜

　第8期生の収穫祭
H月20臼、細浦鎗中学校体育館で山村留学松之山

学圏の収穫祭が行われました。収種祭では出留生の

「山留太鼓」のなか療例のバザーが行われ、食器や

衣類などが飛ぶように売れていました。そして、午

後からは体験繕で収穫した禰の脱穀作業や醗究発表

会、また学圏生が脚本した戻議鋼「うば捨て山」が

演じられ地域の皆さんや父兄か）大きな拍手が送ら

れていました。この段一一沼、喜びの「山留太鼓」が

いっまでも地域に響き渡っていました、

町づくりで大切なことは
　商工会で町づくり講演会
n月25揖、町商ユニ会館で商工会i主催による「町づ

くり講演会」が行われました。講舗には、（衛〉ガィ

ア代表取締役σ）中覇涼一氏をお迎えし、　ヂ購づくり

で大窃なこと・特産品と町づくり」と題し講演があ

13ました。講演では全国各地の特産贔を紹介しなが

ら、地域にはどんな資源があるのかやどう特産化す

るかなどについて議されました。講演の中で先生は

ヂ町づくりはまず、小さなことを成功させることが

大切ではないか。」と議されていました。

懸

蟻

鐵

＿触

8

1
寸
創
創
1



ー
O
創
創
1

‘0

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
コ
昇
勢
瓜
灘
』

　
今
月
は
、
バ
レ
ー
購
ー
ル
を
通
じ

て
膏
年
の
仲
聞
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
瀞
鼻
勢
、
会
し
の
み
な
さ
ん
の
登
場

で
す
。

…
舞
勢
会
を
紹
介
く
だ
さ
い

　
我
々
の
メ
ン
バ
…
は
、
親
筏
十
代

カ
ー
三
十
代
ま
で
の
膏
年
約
二
十
名

で
す
。
会
の
結
成
は
八
年
萌
で
、
昇

勢
会
と
い
う
名
称
は
あ
る
飲
み
屡
さ

ん
に
あ
っ
た
掛
軸
か
ら
「
昇
勢
し
と

露
う
文
字
を
取
り
ま
し
た
。

…
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
練
習
は
錘
週
二
園
で
す
．
練
翌
臼

は
、
火
曜
譲
と
金
曜
鷺
の
夜
八
時
か

ら
十
時
ま
で
、
ウ
ォ
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

の
あ
と
パ
ス
や
サ
ー
プ
な
ど
基
礎
的

な
練
翌
を
中
心
韓
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
校
生
チ
ー
ム
も
一
緒
に

集
ま
り
合
購
で
練
警
し
て
い
ま
す
．

　
十
二
月
十
”
“
繕
に
は
覇
町
で
郡
六

人
制
選
手
権
大
会
が
あ
り
、
そ
の
大

会
に
陶
け
て
練
留
し
て
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
い
ろ
い
ろ
な
大
禽
に
参
撫
し
て
い

ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
カ
を
さ
ら
に
強

化
し
、
参
擁
す
る
大
金
す
べ
て
に
勝

ち
た
い
で
す
。
ま
た
、
バ
レ
ー
を
通

し
て
蕎
年
齢
麟
と
広
く
仲
闘
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
最
後
に
町
に
望
む
こ
と
は

　ツルリンドウ

　　　　　　　　　　（リンドウ科）

　赫の下に生えるつる姓の多年箪。葉の裏

1則は普通、紫色をおぴる。韓艶秋のころ、果

実は赤く熟し、光沢がありi美しい花タ琶が残

ること、葉が常緑性であることなどの特徴

がある。熱した果実は食稽になるが昧はな

いo

（松之山購教薄婁員会発行一「松之由の植

物」より〉

　先月、取秘で山林の中を歩いていると雑

木1こ絡まったツルリンドウを見つけた。赤

い果実が太陽に輝きとてもきれいだった。

残念ながら、禽昧をしてみなかったのが心

残りだ。

　
松
之
山
で
大
き
な
大
会
が
開
催
で

き
る
施
設
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
バ
　
レ
…
ボ
ー
ル
導
㎞
や
っ
て
み
た
い

方
、
体
育
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

懸

六
日
町

　
「
ほ
く
ほ
く
線

の
旅
し
5
懸
目
は
、

平
戒
g
無
の
調
纂

に
鶴
け
駅
禽
の
橋

上
化
と
駅
醜
の
商

業
開
発
整
備
を
進

め
る
ほ
く
ほ
く
線

の
起
霞
鱗
ハ
溝
瞭
門
を

　　「
　　し

　　や
　　く

　　な

＿げ
いふム

曾湖
町L
馨

紹
介
し
ま
す
．

　
わ
が
町
の
誇
れ
る
も
の
は
、
魚
沼

欝
シ
ヒ
カ
リ
・
臼
銀
の
嚢
算
2
繕
い

世
界
し
　
慶
撫
欄
捌
麟
ご
続
け
た
故
傭
関
隙
門
物
心
｝

郎
醐
伯
の
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術

館
・
清
流
魚
野
川
な
ど
の
撒
か
な
水

そ
し
て
温
撮
と
地
漉
八
海
山
、
こ
れ

ら
融
く
輝
く
も
の
た
ち
を
中
心
に
、

躍
動
す
る
櫓
の
文
化
の
購
「
ホ
ワ
イ

ト
ピ
ア
轟
ハ
溺
跡
構
櫨
心
」
　
壷
駕
い
嶽
進
め

て
い
ま
す
凸
、

　
今
懸
鱗
さ
ん
を
ご
案
内
す
る
の
は
、

平
成
S
年
に
完
成
ー
）
た
鷺
圏
ダ
ム
ハ
愛

称
し
ゃ
く
な
げ
湖
）
。
こ
の
ダ
ム
は
、

魚
野
川
を
そ
そ
ぐ
三
麟
川
の
上
流
を

霞
然
岩
棚
石
を
使
っ
た
鴬
ッ
ク
フ
ィ
ル

灘
の
ダ
ム
と
し
て
せ
き
丘
め
て
噛
曳
き

た
も
の
．
越
後
黒
山
の
霊
峯
八
海
由

と
中
之
融
に
抱
か
れ
、
煮
十
沢
漢
谷

を
バ
ッ
ク
に
大
自
軟
崩
の
”
魅
患
刀
い
っ
ぱ

い
の
入
造
湖
で
す
．

　
湖
畔
周
辺
で
は
、
リ
ゾ
…
ト
エ
リ

ア
と
し
て
の
醐
発
整
備
が
進
猷
れ

て
お
り
、
野
外
∬
ン
サ
ー
ト
場
や
釣

り
掘
、
ボ
ー
ト
乗
り
場
、
鍛
区
醐
の

書
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
犠
9
だ
く

さ
ん
。
来
繍
に
は
1
万
7
千
，
躍
鑑
．
～

隻
を
張
り
巡
・
し
た
多
目
的
運
動
公

圏
も
完
成
す
る
予
驚
．

　
ま
た
、
し
ゃ
く
な
げ
観
光
セ
ン
タ

ー
で
出
さ
れ
る
精
進
料
理
や
手
打
ち

そ
ば
、
溝
流
ま
す
聾
し
も
好
響
で
す
。

闘
挙
、
折
々
の
眺
め
が
楽
し
め
る
｝
し

ゃ
く
な
げ
湖
し
を
一
度
訪
ね
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
お
待
弘
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
六
鷺
町
明
役
場
企
瀟
盟
課

8
レ
懲認ク

灘
ス
難

　
　
難

勇

τOP’05．
　　　　　　ヨ

コンクー一ルで大活躍の

　　松之山中学校

税
に
関
す
る

　
作
文
・
標
語
で
入
賞

　
高
田
税
務
署
で
は
、
次
代
を
担
う

盗
徒
に
穏
税
鰯
度
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
「
税
に
関
す
る
作
文
・
標
吾
」

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
．
て
い
ま
す
。

　
今
奪
も
標
語
の
部
で
全
校
癒
徒
｝

ニ
セ
点
、
作
文
の
部
で
六
点
を
応
幕

し
ま
し
た
。
標
語
の
部
で
は
管
内
の

応
幕
総
数
が
黒
、
六
烈
三
喬
堪
＼
そ

の
串
か
ら
村
山
磁
紗
美
さ
ん
の
作
最

が
関
東
倭
越
圏
税
漏
長
賞
佳
作
に
入

賞
し
、
十
一
月
十
七
照
の
納
税
蓑
彰

式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
入
賞
脅
と
作
融
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

門
標
醸
の
部
M

＊
閲
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

　
村
由
亜
紗
葵
（
｝
B
・
松
之
山
）

　
「
｝
れ
か
ら
の
　
編
祉
を
さ
さ
え
る

鎖輝度納続蓑彰式

表彰式で表彰される村山亜紗葵さん

み
ん
な
の
税
金
」

＊
窩
鶏
税
務
署
長
賞

　
大
見
千
恵
子
（
一
A
・
下
蝦
池
）

「
明
響
の
た
め
　
来
来
の
た
め
頓

　
あ
る
税
金
」

　
俊
藤
友
紀
（
二
A
・
上
之
山
）

、
税
金
は
　
未
来
の
た
め
の
　
集
濡

　
費
」

　
小
鑓
薩
襲
（
蕊
A
・
湯
山
）

「
税
金
が
　
僕
ら
の
米
来
を
　
支
え

　
て
る
」

霧
文
の
部
｝

＊
高
郎
地
区
納
税
貯
蓄
緯
合
奨
励
賞

「
税
に
つ
い
て
」

　
滝
沢
沙
織
（
三
A
・
天
水
越
〉

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
葦
ル

　
　
　
　
ニ
作
晶
が
入
賞

　
子
供
た
ち
が
調
奮
し
た
い
ろ
い
ろ

な
項
閉
を
グ
ラ
フ
臓
し
、
麗
や
す
さ

と
資
料
の
薫
確
さ
を
競
う
、
新
潟
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
峯
ル
が
実
施
さ

ヂ
、
…
ヨ
i
戸
を
、
i
』
…
き
書
■
i
重
、
き
手

重
雪
■
奪
き
■
隼
多

蕃
｛
■
き
｝
ー
乎
■
筆
”
F
”
5
｝
～
｝
多
”
ξ
5
・
；
旨
§
｛
…
…
…
…
！
＝
菱
！
・
i
i
i
…
i
i
i

㎜
鱒
募
し
ま
し
た
漁

　
そ
の
給
巣
、
二
作
晶
が
入
鎚
し
ま

し
た
．
担
ー
ご
れ
た
麗
瞬
先
生
は
、
初

め
て
の
応
、
弊
と
蒔
聞
が
な
く
資
料
築

め
が
大
変
で
し
た
が
、
焦
徒
が
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
ゆ
と
謡
し
て
い
ま

し
た
．
入
麗
蕎
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

＊
＊
新
潟
県
統
計
協
会
総
藏
賞

　
《
題
　
嶺
》
93
米
騒
動
ー
A
作
…

　
《
製
作
暫
》
　
年
熱

　
　
津
端
葵
穂
（
松
之
山
〉

　
　
廊
施
恵
重
（
黒
　
禽
〉

　
　
山
燦
靖
鰺
く
松
之
山
）

＊
奨
励
賞

　
　
　
《
題
　
磁
》
家
　
族
ー
合
伽
…

　
　
《
製
作
蕎
》
三
郊
集

　
　
小
野
塚
将
人
ハ
東
　
遡
）

　
　
竹
内
久
薬
　
（
坂
　
中
）

　
　
小
野
塚
真
紀
く
東
　
絹
）

　
き
キ
も
き
コ
き
き
を
き
　
　
　
　
　
　
き
ヨ
ヒ
ま
ヨ
ゴ
　
ヨ
ヨ
　
　
き

も
も
ド
き
き

ノ

れ
、
曙
学
校
で
も
今
聯
初
め
て
闘
作
　
、
　
　
　
町
で
は
、
平
成
七
奪
餌
月
か
ら

　
　
保
膏
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
園

　
　
兜
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
松
之
山
・
松
璽
・
浦
照
の
各
保

　
　
脊
所
の
定
翼
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
三
磯
児
以
上
の
み
な
さ
ん
紅
は

　
　
案
内
藩
を
差
し
上
げ
ま
す
か
、
未

　
　
満
兇
の
方
紅
つ
い
て
は
特
甥
な
案

　
　
内
を
出
し
ま
せ
ん
．
入
斯
を
希
望

　
　
さ
れ
る
方
は
一
月
二
十
田
（
金
）
ま

　
　
で
に
各
保
育
所
、
蜜
た
は
役
場
の

　
　
禰
祉
係
紅
簿
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
＊
各
保
蕎
斯
の
定
員

　
　
　
松
之
撫
保
育
斯
　
　
閥
十
五
人

　
　
　
松
　
墨
保
奮
漸
　
　
騰
十
五
入

　
桝

　
耕

　
耕

　
一

　
創

　
串

　
創

　
一

　
一

　
岬

　
｝

　
｝

　
刷

　
劇

　
創

　
｝

　
醒

　
｝

　
一

　
一

　
曲

　
一

　
一

　
脚

　
桝

　
甲

　
鼎

　
…

　
副

　
副

　
一

　
刷

・
　
創

　
“

　
和

』
　
㎝

、
　
副

・
　
㎜

』
　
削

・
　
酬

　
｝

　
岬“

側 －
…
…
ー
軌
…
－
・
…
－
1
・
－
i
…
…
・
…
…
…
…
辱
峯
鳥
仁
隔
奪
畠
聖
卜
薯
置
亀
，
ー
ー
…
ー
』
管
ト
ー
，
尊
尾
辱
吐
さ
吼
亀
…
t
▼
…
ミ
勉
…
畳
ー
ー
ー
4
亀
，
隻
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷

i勝ゐ麗締入ク末　答　　雀驚　あ芝

齢難賞拶韓ダズ
き
…
…
き

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

1　　　　　　　　　　　小竹小製＾
i　　　　　　　　野内野作題
i　　　　　　　　　　塚久塚者
i　　　　　　　　　　　真薬将》名
i　　　　　　　　　　　紀＿人三》
i　　　　　　　　　　＿坂＿郊家
i　　　　　　　　東　東集i　　　　　　　　　　　　中　　臓
i　　　　　　　　　　　絹）lli　lも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　レ　　　ム
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
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　浦　懸

保
育
所
　
　
三
十
五
人

＊
入
藪
の
基
準

○
保
護
薯
が
労
働
韓
従
箏
し
、
幼

　
兇
の
保
育
に
欠
け
る
場
禽

○
保
護
讐
力
疾
病
な
ど
の
た
め
、

　
乳
幼
兇
の
保
鷺
に
欠
け
る
場
合

○
そ
の
徳
、
町
長
が
必
要
と
認
め

　
る
場
舎

＊
保
膏
料

　
國
の
基
準
に
基
づ
い
た
町
の
基

　
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の
扶
養

　
義
務
養
（
父
母
）
の
諜
税
額
に

　
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
蘇
の
橿
祉
係

　
ま
で
間
い
合
わ
せ
く
だ
春
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
霧
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灘
灘
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
コ
昇
勢
瓜
灘
』

　
今
月
は
、
バ
レ
ー
購
ー
ル
を
通
じ

て
膏
年
の
仲
聞
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
瀞
鼻
勢
、
会
し
の
み
な
さ
ん
の
登
場

で
す
。

…
舞
勢
会
を
紹
介
く
だ
さ
い

　
我
々
の
メ
ン
バ
…
は
、
親
筏
十
代

カ
ー
三
十
代
ま
で
の
膏
年
約
二
十
名

で
す
。
会
の
結
成
は
八
年
萌
で
、
昇

勢
会
と
い
う
名
称
は
あ
る
飲
み
屡
さ

ん
に
あ
っ
た
掛
軸
か
ら
「
昇
勢
し
と

露
う
文
字
を
取
り
ま
し
た
。

…
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
練
習
は
錘
週
二
園
で
す
．
練
翌
臼

は
、
火
曜
譲
と
金
曜
鷺
の
夜
八
時
か

ら
十
時
ま
で
、
ウ
ォ
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

の
あ
と
パ
ス
や
サ
ー
プ
な
ど
基
礎
的

な
練
翌
を
中
心
韓
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
校
生
チ
ー
ム
も
一
緒
に

集
ま
り
合
購
で
練
警
し
て
い
ま
す
．

　
十
二
月
十
”
“
繕
に
は
覇
町
で
郡
六

人
制
選
手
権
大
会
が
あ
り
、
そ
の
大

会
に
陶
け
て
練
留
し
て
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
い
ろ
い
ろ
な
大
禽
に
参
撫
し
て
い

ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
カ
を
さ
ら
に
強

化
し
、
参
擁
す
る
大
金
す
べ
て
に
勝

ち
た
い
で
す
。
ま
た
、
バ
レ
ー
を
通

し
て
蕎
年
齢
麟
と
広
く
仲
闘
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
最
後
に
町
に
望
む
こ
と
は

　ツルリンドウ

　　　　　　　　　　（リンドウ科）

　赫の下に生えるつる姓の多年箪。葉の裏

1則は普通、紫色をおぴる。韓艶秋のころ、果

実は赤く熟し、光沢がありi美しい花タ琶が残

ること、葉が常緑性であることなどの特徴

がある。熱した果実は食稽になるが昧はな

いo

（松之山購教薄婁員会発行一「松之由の植

物」より〉

　先月、取秘で山林の中を歩いていると雑

木1こ絡まったツルリンドウを見つけた。赤

い果実が太陽に輝きとてもきれいだった。

残念ながら、禽昧をしてみなかったのが心

残りだ。

　
松
之
山
で
大
き
な
大
会
が
開
催
で

き
る
施
設
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
バ
　
レ
…
ボ
ー
ル
導
㎞
や
っ
て
み
た
い

方
、
体
育
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

懸

六
日
町

　
「
ほ
く
ほ
く
線

の
旅
し
5
懸
目
は
、

平
戒
g
無
の
調
纂

に
鶴
け
駅
禽
の
橋

上
化
と
駅
醜
の
商

業
開
発
整
備
を
進

め
る
ほ
く
ほ
く
線

の
起
霞
鱗
ハ
溝
瞭
門
を

　　「
　　し

　　や
　　く

　　な

＿げ
いふム

曾湖
町L
馨

紹
介
し
ま
す
．

　
わ
が
町
の
誇
れ
る
も
の
は
、
魚
沼

欝
シ
ヒ
カ
リ
・
臼
銀
の
嚢
算
2
繕
い

世
界
し
　
慶
撫
欄
捌
麟
ご
続
け
た
故
傭
関
隙
門
物
心
｝

郎
醐
伯
の
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術

館
・
清
流
魚
野
川
な
ど
の
撒
か
な
水

そ
し
て
温
撮
と
地
漉
八
海
山
、
こ
れ

ら
融
く
輝
く
も
の
た
ち
を
中
心
に
、

躍
動
す
る
櫓
の
文
化
の
購
「
ホ
ワ
イ

ト
ピ
ア
轟
ハ
溺
跡
構
櫨
心
」
　
壷
駕
い
嶽
進
め

て
い
ま
す
凸
、

　
今
懸
鱗
さ
ん
を
ご
案
内
す
る
の
は
、

平
成
S
年
に
完
成
ー
）
た
鷺
圏
ダ
ム
ハ
愛

称
し
ゃ
く
な
げ
湖
）
。
こ
の
ダ
ム
は
、

魚
野
川
を
そ
そ
ぐ
三
麟
川
の
上
流
を

霞
然
岩
棚
石
を
使
っ
た
鴬
ッ
ク
フ
ィ
ル

灘
の
ダ
ム
と
し
て
せ
き
丘
め
て
噛
曳
き

た
も
の
．
越
後
黒
山
の
霊
峯
八
海
由

と
中
之
融
に
抱
か
れ
、
煮
十
沢
漢
谷

を
バ
ッ
ク
に
大
自
軟
崩
の
”
魅
患
刀
い
っ
ぱ

い
の
入
造
湖
で
す
．

　
湖
畔
周
辺
で
は
、
リ
ゾ
…
ト
エ
リ

ア
と
し
て
の
醐
発
整
備
が
進
猷
れ

て
お
り
、
野
外
∬
ン
サ
ー
ト
場
や
釣

り
掘
、
ボ
ー
ト
乗
り
場
、
鍛
区
醐
の

書
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
犠
9
だ
く

さ
ん
。
来
繍
に
は
1
万
7
千
，
躍
鑑
．
～

隻
を
張
り
巡
・
し
た
多
目
的
運
動
公

圏
も
完
成
す
る
予
驚
．

　
ま
た
、
し
ゃ
く
な
げ
観
光
セ
ン
タ

ー
で
出
さ
れ
る
精
進
料
理
や
手
打
ち

そ
ば
、
溝
流
ま
す
聾
し
も
好
響
で
す
。

闘
挙
、
折
々
の
眺
め
が
楽
し
め
る
｝
し

ゃ
く
な
げ
湖
し
を
一
度
訪
ね
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
お
待
弘
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
六
鷺
町
明
役
場
企
瀟
盟
課

8
レ
懲認ク

灘
ス
難

　
　
難

勇

τOP’05．
　　　　　　ヨ

コンクー一ルで大活躍の

　　松之山中学校

税
に
関
す
る

　
作
文
・
標
語
で
入
賞

　
高
田
税
務
署
で
は
、
次
代
を
担
う

盗
徒
に
穏
税
鰯
度
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
「
税
に
関
す
る
作
文
・
標
吾
」

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
．
て
い
ま
す
。

　
今
奪
も
標
語
の
部
で
全
校
癒
徒
｝

ニ
セ
点
、
作
文
の
部
で
六
点
を
応
幕

し
ま
し
た
。
標
語
の
部
で
は
管
内
の

応
幕
総
数
が
黒
、
六
烈
三
喬
堪
＼
そ

の
串
か
ら
村
山
磁
紗
美
さ
ん
の
作
最

が
関
東
倭
越
圏
税
漏
長
賞
佳
作
に
入

賞
し
、
十
一
月
十
七
照
の
納
税
蓑
彰

式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
入
賞
脅
と
作
融
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

門
標
醸
の
部
M

＊
閲
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

　
村
由
亜
紗
葵
（
｝
B
・
松
之
山
）

　
「
｝
れ
か
ら
の
　
編
祉
を
さ
さ
え
る

鎖輝度納続蓑彰式

表彰式で表彰される村山亜紗葵さん

み
ん
な
の
税
金
」

＊
窩
鶏
税
務
署
長
賞

　
大
見
千
恵
子
（
一
A
・
下
蝦
池
）

「
明
響
の
た
め
　
来
来
の
た
め
頓

　
あ
る
税
金
」

　
俊
藤
友
紀
（
二
A
・
上
之
山
）

、
税
金
は
　
未
来
の
た
め
の
　
集
濡

　
費
」

　
小
鑓
薩
襲
（
蕊
A
・
湯
山
）

「
税
金
が
　
僕
ら
の
米
来
を
　
支
え

　
て
る
」

霧
文
の
部
｝

＊
高
郎
地
区
納
税
貯
蓄
緯
合
奨
励
賞

「
税
に
つ
い
て
」

　
滝
沢
沙
織
（
三
A
・
天
水
越
〉

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
葦
ル

　
　
　
　
ニ
作
晶
が
入
賞

　
子
供
た
ち
が
調
奮
し
た
い
ろ
い
ろ

な
項
閉
を
グ
ラ
フ
臓
し
、
麗
や
す
さ

と
資
料
の
薫
確
さ
を
競
う
、
新
潟
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
峯
ル
が
実
施
さ

ヂ
、
…
ヨ
i
戸
を
、
i
』
…
き
書
■
i
重
、
き
手

重
雪
■
奪
き
■
隼
多

蕃
｛
■
き
｝
ー
乎
■
筆
”
F
”
5
｝
～
｝
多
”
ξ
5
・
；
旨
§
｛
…
…
…
…
！
＝
菱
！
・
i
i
i
…
i
i
i

㎜
鱒
募
し
ま
し
た
漁

　
そ
の
給
巣
、
二
作
晶
が
入
鎚
し
ま

し
た
．
担
ー
ご
れ
た
麗
瞬
先
生
は
、
初

め
て
の
応
、
弊
と
蒔
聞
が
な
く
資
料
築

め
が
大
変
で
し
た
が
、
焦
徒
が
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
ゆ
と
謡
し
て
い
ま

し
た
．
入
麗
蕎
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

＊
＊
新
潟
県
統
計
協
会
総
藏
賞

　
《
題
　
嶺
》
93
米
騒
動
ー
A
作
…

　
《
製
作
暫
》
　
年
熱

　
　
津
端
葵
穂
（
松
之
山
〉

　
　
廊
施
恵
重
（
黒
　
禽
〉

　
　
山
燦
靖
鰺
く
松
之
山
）

＊
奨
励
賞

　
　
　
《
題
　
磁
》
家
　
族
ー
合
伽
…

　
　
《
製
作
蕎
》
三
郊
集

　
　
小
野
塚
将
人
ハ
東
　
遡
）

　
　
竹
内
久
薬
　
（
坂
　
中
）

　
　
小
野
塚
真
紀
く
東
　
絹
）

　
き
キ
も
き
コ
き
き
を
き
　
　
　
　
　
　
き
ヨ
ヒ
ま
ヨ
ゴ
　
ヨ
ヨ
　
　
き

も
も
ド
き
き

ノ

れ
、
曙
学
校
で
も
今
聯
初
め
て
闘
作
　
、
　
　
　
町
で
は
、
平
成
七
奪
餌
月
か
ら

　
　
保
膏
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
園

　
　
兜
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
松
之
山
・
松
璽
・
浦
照
の
各
保

　
　
脊
所
の
定
翼
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
三
磯
児
以
上
の
み
な
さ
ん
紅
は

　
　
案
内
藩
を
差
し
上
げ
ま
す
か
、
未

　
　
満
兇
の
方
紅
つ
い
て
は
特
甥
な
案

　
　
内
を
出
し
ま
せ
ん
．
入
斯
を
希
望

　
　
さ
れ
る
方
は
一
月
二
十
田
（
金
）
ま

　
　
で
に
各
保
育
所
、
蜜
た
は
役
場
の

　
　
禰
祉
係
紅
簿
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
＊
各
保
蕎
斯
の
定
員

　
　
　
松
之
撫
保
育
斯
　
　
閥
十
五
人

　
　
　
松
　
墨
保
奮
漸
　
　
騰
十
五
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保育所入所園児募集
費6－313黍　　　住民課福祉係

　浦　懸

保
育
所
　
　
三
十
五
人

＊
入
藪
の
基
準

○
保
護
薯
が
労
働
韓
従
箏
し
、
幼

　
兇
の
保
育
に
欠
け
る
場
禽

○
保
護
讐
力
疾
病
な
ど
の
た
め
、

　
乳
幼
兇
の
保
鷺
に
欠
け
る
場
合

○
そ
の
徳
、
町
長
が
必
要
と
認
め

　
る
場
舎

＊
保
膏
料

　
國
の
基
準
に
基
づ
い
た
町
の
基

　
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の
扶
養

　
義
務
養
（
父
母
）
の
諜
税
額
に

　
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
蘇
の
橿
祉
係

　
ま
で
間
い
合
わ
せ
く
だ
春
い
。
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が身近に文化を感じることのできる環境を整備するとともに、

自主的1こ文化活動に取り紐める環境づくりに努める必要があり

ます。
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より、町畏の文化意識の醸成に努めるとともに、文化施設の整

備や文化活動強体のバックアップなど、芸術文化濡動振興のた
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事
業
案
内
弘
－
％

　
　
　
　
　
　
　
　
マ

闘
圏
盤
劃
幽

　
魏
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窯
は
、

楽
し
い
ク
解
ス
マ
ス
会
で
す
。

　
サ
｛
．
ー
タ
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

ブ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
総
　
捻
月
慧
葭
（
水
）

▼
時
閥
午
繭
9
蒋
～
H
鱒

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

今
年
も
葛
飾
区
の
4
～
6
年
焦
の

子
供
た
ち
7
0
名
を
迎
え
、
松
之
山
の

5
無
生
36
名
と
交
流
会
を
行
い
求
す
。

▼
磁
程

〔
稔
月
2
5
繕
（
鷺
）
｝

　
葛
錨
蟹
の
皆
さ
ん
到
鞍

　
撮
泊
先
と
の
対
面
式

〔
鴛
月
2
6
総
（
月
）
〕

　
闘
校
式
（
浦
照
小
学
校
）

　
讐
上
レ
ク
リ
萬
ー
シ
器
ン

　
ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り

〔
稔
月
貯
懸
（
火
）
｝

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

　
レ
ッ
ス
ン
・
そ
り
遊
び

〔
駕
簿
銘
鷺
（
水
｝
〕

　
お
劉
れ
会

　
葛
飾
区
の
皆
さ
ん
帰
東

▼
期
獄
　
王
層
2
麟
（
月
）

▼
時
閥
　
午
後
2
蒔
～

▼
場
斯
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
管
理
棟
玄
関
離

▼
辮
覆
爺
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

r擁ス膨ツをスキーで楽しもう

W醸e　V役c麟on，95無松之出温泉スキー場

　楽しくなければスポーツじゃない。松之山の素購らしい

大鳶然の中でスキーを楽しんでみませんか．鎗月中旬～4

月まで！

　　　　　　　　　　》フト料金
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　　　　　　　　　　セット料金3，倉傭導
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　　　　　　　　　　1泊2食でリフト1臼

　　　　　　　　　　乗り放題！8，00薦
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総
幾
繊
濃
叢
擁
幾
葦
翻

雪
嚢
難
鱈
③
き
薫
謎

　
教
窪
に
参
撫
し
ず
、
い
る
皆
哉
蝿
』
ん
の

熱
恵
に
よ
り
、
朗
読
教
室
を
冬
期
も

醐
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
親

規
の
受
講
者
も
大
歓
迎
で
す
．

▼
期
費
　
鴛
月
算
矯
（
土
）

　
　
　
　
以
後
鰻
月
ま
で
蕪
月
第
三

　
　
　
　
土
磯
篠
に
醐
講

▼
晴
間
　
午
後
玉
時
鱒
分
3
跨
30
分

▼
場
漸
　
自
然
休
養
栂
セ
ン
タ
…

▼
受
講
辮
し
込
み
・
闘
い
禽
せ

　
　
　
　
松
之
由
興
公
厩
館

　
　
　
　
　
　
　
6
…
ワ
郁
2
6
5
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1
⑩
創
創
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交
通
安
全
協
会

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
　
「
優
良
・

優
秀
運
転
会
興
」
砥
対
し
て
、

箏
業
を
行
っ
て
い
ま
す
窃

　
平
成
7
年
の
衷
彰
購
講
の
受
盤
を

婚
め
ま
し
た
、
会
騒
で
該
灘
す
る
方

は
す
で
に
灘
辮
済
の
物
購
硝
鎖
つ
い

て
の
濾
意
麟
項
瑞
を
よ
く
お
読
み
い

た
だ
き
、
期
鶏
濠
で
に
隻
部
箏
務
周

へ
提
出
し
て
く
だ
慈
い
．

　
な
お
、
麟
講
轡
は
糞
辮
擾
（
役
場

総
務
謙
〉
に
騰
慧
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
轡
の
擾
繊
期
臼

　
平
成
6
無
鶏
月
2
0
礒
（
火
〉

▽
間
い
合
わ
せ
先

　
郡
交
通
安
全
協
会
松
之
毒
支
部

　
　
（
役
場
総
務
謙
内
〉

　
徹
6
…
3
王
3
三
内
線
2
3

雇
用
保
険
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越

　
搭
繊
7
難
4
月
王
鷺
よ
り
雇
絹
保

険
翻
度
が
大
輻
に
改
蕉
さ
れ
ま
す
．

　
こ
の
改
薫
の
懇
的
は
、
今
後
の
急

速
な
欝
㈹
齢
化
や
女
姓
の
職
場
進
嵐
の

進
展
等
に
対
応
し
、
円
滑
な
職
叢
癒

活
の
継
続
を
援
助
、
捉
進
す
る
た
め

新
し
い
給
付
綱
度
の
翻
設
を
念
む
改

叢
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

璽
、
趨
隼
齢
雇
用
継
続
給
付
の
創
設

　
　
　
6
0
歳
碍
点
に
比
し
て
、

　
　
額
が
緬
％
来
溝
に
低
下
し
た
状

　
　
懇
で
腰
罵
を
継
続
す
る
6
0
歳
以

　
　
上
6
5
歳
来
満
の
被
保
険
蕎
に
対

　
　
し
、
6
0
歳
以
後
の
賃
金
の
器
％

　
　
絹
灘
額
が
皮
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
な
お
、
施
行
獄
（
平
成
7
年

　
　
4
月
1
欝
）
鑓
6
0
歳
以
上
6
5
歳

　
　
釆
満
の
方
は
施
行
鷺
を
纂
準
紅

　
　
し
た
欝
金
の
比
較
と
な
り
ま
す
。

2
、
潜
撮
ル
休
業
給
雑
の
翻
設

　
　
　
王
歳
來
満
の
子
を
養
欝
す
る

　
　
た
め
欝
兇
休
業
を
取
簿
し
た
被

　
　
保
険
養
に
紺
し
、
休
業
箭
賃
金

　
　
の
2
5
％
轍
灘
額
が
｛
文
給
さ
れ
濠

　
　
す
。

3
、
綱
般
求
職
者
給
付
に
つ
い
て

　
　
　
失
業
中
の
猛
活
の
安
定
、
樗

　
　
就
職
の
偲
進
の
た
め
、
高
無
齢

　
溜
の
給
付
鷺
数
を
嬬
心
砿
改
善

　
　
さ
れ
ま
し
た
、

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
鶯
…
ワ
ー
ク
上
越
（
上
越
公
蕊
パ

職
叢
安
運
琶

　
徹
0
2
5
5
…
2
3
…
6
1
2
三

低
圧
変
圧
器
の

勧
誘
に
ご
注
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
㈱

　
商
鷹
や
飲
食
繕
な
ど
「
低
総
電
力
㌧

を
ご
契
約
い
た
だ
い
て
る
お
客
様
へ

抵
厩
変
圧
器
の
使
鶏
は
、

契
約
に
違
反
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

◎
低
座
変
蔑
羅
の
セ
ー
ル
ス
や
》
ー

　
ー
の
勧
誘
に
ご
注
憲
を
！

「
竃
餓
代
が
お
安
く
な
り
豪
す
…
…
輪

な
ど
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
…
ズ
で
弩
低

庄
”
電
力
を
ご
契
約
の
お
客
さ
憲
に
、

2
0
0
ボ
ル
ト
か
ら
王
0
0
ボ
ル
ト

ヘ
電
総
を
変
換
す
る
低
総
変
繊
雛
の

設
，
織
を
勧
誘
す
る
纂
携
が
増
え
て
お

り
ま
す
．

　
も
し
、
低
総
変
総
羅
を
設
置
さ
れ

ま
す
と
ご
使
醜
方
法
に
よ
っ
て
は
電

力
の
ご
契
約
に
違
災
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
淀
葱

く
だ
さ
い
．

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
電
力
十
撮
購
営
業
斯

　
燈
0
2
5
7
－
5
2
－
3
玉
0
7

調
糠
劃

　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
斯

▽
サ
ー
ビ
ス
時
問
帯

　
平
欝
は
、
午
後
5
蒔
か
ら
翌
照
隼

繭
8
時
3
0
分
ま
で
．

　
土
曜
・
犠
躍
・
祝
霞
は
終
田
。

※
窟
記
以
外
の
時
闘
帯
は
、
直
擾
職

興
が
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
．

▽
電
謡
番
弩

　
籔
0
2
5
5
－
2
3
ー
｝
3
1
5

　
　
、
…
達
ー
ー
ー
峰
蒸
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攣

年末における犯罪及』び

　　　事敏防止

一｝…一榊

Vげ

末の交通事故防止運動
麺　12月11β（田〉～玉2月31iヨ（土〉までの2iiヨ間

2飲んで乗るあなたをのみ込む魔の　瞬

蘭　①飲瀬運転の追放②一時停丘の励行③シートベルトの著罵の徹底

園園團固囲圃團匪》イ．ラず

十
一
月
の
東
京

事
務
所
日
報
よ
り

金
鴛
～
バ
疑
・
葛
飾
㎜
区
漉
｝
薇
ハ
蕎
展
に

役
場
産
漿
諜
、
J
A
し
ぶ
み
が
廓
展

し
た
。
ズ
イ
キ
を
名
指
し
で
来
る
お

客
さ
ん
が
多
い
の
に
驚
い
た
．
（
簿
麹
）

◇
六
鷺
・
松
盟
校
友
会
総
会
に
招
か

れ
・
出
麿
㎜
す
る
。
　
…
…
湘
號
デ
パ
ー
ト
七
階

に
て
、
総
勢
穴
十
二
名
の
参
舶
で
盛

大
で
あ
　
た
．

葛飾区で松之出をP　R

φ
七
籏
二
、
ζ
池
ヂ
パ
ー
ト
食
贔
売
場

に
あ
る
浦
照
緑
の
食
の
コ
…
ナ
…
が

本
年
簸
終
賑
紅
つ
き
、
地
元
よ
り
闘

名
が
上
窟
し
、
　
～
繍
唐
頭
に
て
販
売
．

ウ
十
鷺
・
萩
潟
曝
東
康
事
務
所
、
格

橿
溝
東
康
箏
務
漸
の
み
な
さ
ん
と
懇

談
会
．

◇
十
脳
田
・
「
毅
潟
県
ス
キ
ー
映
函

の
夕
べ
蝋
が
九
段
会
館
江
ザ
、
購
催
さ

れ
た
。
　
黛
場
作
り
な
ど
を
お
手
伝
い

す
る
。

　
十
七
腿
、
國
遵
コ
七
浮
線
整
備

幌
進
に
つ
い
て
、
関
係
箏
町
村
の
方

と
と
も
に
建
設
雀
、
県
選
出
國
会
議

顛
に
陳
惰
す
る
。
そ
の
後
、
県
東
憲

蘂
務
所
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
上
東
中

の
堀
川
翻
蜘
事
に
お
会
い
し
歓
談
、

緊
張
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

⇔
二
牽
九
環
・
公
立
掌
校
施
設
整
傭

捉
進
全
國
大
禽
に
出
鷹
．
そ
の
後
、

県
選
出
麟
会
議
轟
に
陳
鷺
す
る
。

灘鍵濁灘灘灘

吉池デパートでの浦霞緑の会
　　　　　　　　　　識一ナー

12月10日

松之山温泉スキー場が

　　　オープンします

二の肝一費は、リフト乗も1放題

みんな来てね！

、
…
…
ー
ー
ー
…
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俳
句

鏡
ケ
池

コ
ス
モ
ス
や
少
女
は
蝶
の
化
身
か
も

伝
説
の
鏡
ケ
池
の
水
澄
め
り

家
持
の
歌
碑
に
ま
つ
は
る
秋
の
蝶

亀
杉
は
蒼
古
と
立
て
り
秋
深
む

走
り
根
に
乗
っ
て
苔
む
す
六
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
水
　
俊
一

さ
　
　
や

n
ハ
　
樗

景
熟
と
は
ひ
と
啄
違
う
作
動
音
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フ
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く
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ス
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烏
濡
れ
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色
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逃
が
せ
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光
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濯
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光
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熱
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由
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ポ
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ゆ　　　　　　　　の

お知らぜ

§
．
0

薫
縫
の

　
　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
協
会

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
　
「
優
良
・

優
秀
運
転
会
興
」
砥
対
し
て
、

箏
業
を
行
っ
て
い
ま
す
窃

　
平
成
7
年
の
衷
彰
購
講
の
受
盤
を

婚
め
ま
し
た
、
会
騒
で
該
灘
す
る
方

は
す
で
に
灘
辮
済
の
物
購
硝
鎖
つ
い

て
の
濾
意
麟
項
瑞
を
よ
く
お
読
み
い

た
だ
き
、
期
鶏
濠
で
に
隻
部
箏
務
周

へ
提
出
し
て
く
だ
慈
い
．

　
な
お
、
麟
講
轡
は
糞
辮
擾
（
役
場

総
務
謙
〉
に
騰
慧
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
轡
の
擾
繊
期
臼

　
平
成
6
無
鶏
月
2
0
礒
（
火
〉

▽
間
い
合
わ
せ
先

　
郡
交
通
安
全
協
会
松
之
毒
支
部

　
　
（
役
場
総
務
謙
内
〉

　
徹
6
…
3
王
3
三
内
線
2
3

雇
用
保
険
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越

　
搭
繊
7
難
4
月
王
鷺
よ
り
雇
絹
保

険
翻
度
が
大
輻
に
改
蕉
さ
れ
ま
す
．

　
こ
の
改
薫
の
懇
的
は
、
今
後
の
急

速
な
欝
㈹
齢
化
や
女
姓
の
職
場
進
嵐
の

進
展
等
に
対
応
し
、
円
滑
な
職
叢
癒

活
の
継
続
を
援
助
、
捉
進
す
る
た
め

新
し
い
給
付
綱
度
の
翻
設
を
念
む
改

叢
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

璽
、
趨
隼
齢
雇
用
継
続
給
付
の
創
設

　
　
　
6
0
歳
碍
点
に
比
し
て
、

　
　
額
が
緬
％
来
溝
に
低
下
し
た
状

　
　
懇
で
腰
罵
を
継
続
す
る
6
0
歳
以

　
　
上
6
5
歳
来
満
の
被
保
険
蕎
に
対

　
　
し
、
6
0
歳
以
後
の
賃
金
の
器
％

　
　
絹
灘
額
が
皮
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
な
お
、
施
行
獄
（
平
成
7
年

　
　
4
月
1
欝
）
鑓
6
0
歳
以
上
6
5
歳

　
　
釆
満
の
方
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施
行
鷺
を
纂
準
紅
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較
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な
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潜
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翻
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簿
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険
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し
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2
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％
轍
灘
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文
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れ
濠
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猛
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齢
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Vげ

末の交通事故防止運動
麺　12月11β（田〉～玉2月31iヨ（土〉までの2iiヨ間

2飲んで乗るあなたをのみ込む魔の　瞬

蘭　①飲瀬運転の追放②一時停丘の励行③シートベルトの著罵の徹底

園園團固囲圃團匪》イ．ラず

十
一
月
の
東
京

事
務
所
日
報
よ
り

金
鴛
～
バ
疑
・
葛
飾
㎜
区
漉
｝
薇
ハ
蕎
展
に

役
場
産
漿
諜
、
J
A
し
ぶ
み
が
廓
展

し
た
。
ズ
イ
キ
を
名
指
し
で
来
る
お

客
さ
ん
が
多
い
の
に
驚
い
た
．
（
簿
麹
）

◇
六
鷺
・
松
盟
校
友
会
総
会
に
招
か

れ
・
出
麿
㎜
す
る
。
　
…
…
湘
號
デ
パ
ー
ト
七
階

に
て
、
総
勢
穴
十
二
名
の
参
舶
で
盛

大
で
あ
　
た
．

葛飾区で松之出をP　R

φ
七
籏
二
、
ζ
池
ヂ
パ
ー
ト
食
贔
売
場

に
あ
る
浦
照
緑
の
食
の
コ
…
ナ
…
が

本
年
簸
終
賑
紅
つ
き
、
地
元
よ
り
闘

名
が
上
窟
し
、
　
～
繍
唐
頭
に
て
販
売
．

ウ
十
鷺
・
萩
潟
曝
東
康
事
務
所
、
格

橿
溝
東
康
箏
務
漸
の
み
な
さ
ん
と
懇

談
会
．

◇
十
脳
田
・
「
毅
潟
県
ス
キ
ー
映
函

の
夕
べ
蝋
が
九
段
会
館
江
ザ
、
購
催
さ

れ
た
。
　
黛
場
作
り
な
ど
を
お
手
伝
い

す
る
。

　
十
七
腿
、
國
遵
コ
七
浮
線
整
備

幌
進
に
つ
い
て
、
関
係
箏
町
村
の
方

と
と
も
に
建
設
雀
、
県
選
出
國
会
議

顛
に
陳
惰
す
る
。
そ
の
後
、
県
東
憲

蘂
務
所
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
上
東
中

の
堀
川
翻
蜘
事
に
お
会
い
し
歓
談
、

緊
張
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

⇔
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牽
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環
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立
掌
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全
國
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鷹
．
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の
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、

県
選
出
麟
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議
轟
に
陳
鷺
す
る
。
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と甑親切なをモットーに心の温まる紺癒をして行きたい。諜

と話していました。
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